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令和３年度一般会計補正予算を可決 内

容

令和３年度一般会計補正予算を可決令和３年度一般会計補正予算をを可決補正予算を
オンラインを活用した委員会が開催できるよう
「舞鶴市議会委員会条例」を一部改正

容オンラインを活用した委員会が開催できるよう
「舞鶴市議会委員会条例」を 部改正「舞鶴市議会委員会条例」を一部改正
請願者の記名・押印を署名で可能となるよう
「舞鶴市議会会議規則」を一部改正 議議

請願者の記名・押印を署名で可能となるよう
「舞鶴市議会会議規則」を 部改正「舞鶴市議会会議規則」を 部改正「舞鶴市議会会議規則」を一部改正
「山陰新幹線整備及びＪＲ小浜線、ＪＲ舞鶴線の
地方在来線維持・活性化に係る意見書」を可決



6月定例会のあらまし月定例会のあらましししししし6月定例会のあらまし666666月月月月月月定定定定定定定例例例例例例例会会会会会会会ののののののああああああらららららららまままままましししししし6月定例会のあらまし
●新型コロナウイルス感染症対策として、市内小規模事業者への市独自の支援金の
給付をはじめ、ワクチンの集団接種の安全で円滑な実施のため臨時の空調設備
の整備や、市民の皆さんの利便性向上を図るための「書かない窓口システム」の
導入など、総額3億2831万円の令和3年度一般会計補正予算(第4号)を可決

●コロナ禍において長引く自粛、経済の低迷により、厳しい状況にある市民生活や
事業者への支援を強化・拡充する緊急追加対策を講じるものとして、本会議
最終日に追加提案された令和3年度一般会計補正予算（第5号）8460万円
を可決

●新型コロナウイルス感染症対策として、市内小規模事業者への市独自の支援金の
給付をはじめ、ワクチンの集団接種の安全で円滑な実施のため臨時の空調設備
の整備や、市民の皆さんの利便性向上を図るための「書かない窓口システム」の
導入など、総額3億2831万円の令和3年度一般会計補正予算(第4号)を可決

●コロナ禍において長引く自粛、経済の低迷により、厳しい状況にある市民生活や
事業者への支援を強化・拡充する緊急追加対策を講じるものとして、本会議
最終日に追加提案された令和3年度一般会計補正予算（第5号）8460万円
を可決

　令和3年舞鶴市議会6月定例会は、6月2日から6月29日までの28日間開催されました。市長から
提案された令和3年度一般会計補正予算のほか、条例の一部改正などの20議案を審議し、いずれも原案
のとおり承認・可決・同意しました。
　議会提案の議案は、委員会提案として、委員会条例や会議規則の一部改正、委員定数の変更の3件を
可決。また、議員提案の決議1件を可決するとともに、2件の意見書については、1件を否決し、1件を
可決しました。

Ｑ

合
計
約
３
億
円
の
増

減
の
主
な
理
由
は

Ａ　
交
付
税
措
置
の
な
い

起
債
の
借
入
を
抑
制
し
た

も
の
や
、
入
札
等
で
事
業

費
が
減
少
し
た
も
の
等
を

減
額
し
、
市
民
交
流
施
設

整
備
事
業
費
等
、
施
設
の

性
質
に
よ
っ
て
充
当
率
の

高
い
起
債
に
変
え
た
も
の

を
増
額
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容

地
方
債
の
補
正

専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
13
号
））

Ｑ

経
費
の
ほ
と
ん
ど
が

委
託
費
に
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
窓
口
業
務
も
委
託

す
る
の
か
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
想
定
は

Ａ　
委
託
す
る
の
は
、
シ

ス
テ
ム
や
機
器
の
導
入
業

務
一
式
で
あ
り
、
窓
口
業

務
を
委
託
す
る
も
の
で
は

な
い
。

　

次
年
度
以
降
は
、
消
耗

品
や
発
行
手
数
料
な
ど
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
見

込
ん
で
い
る
。

ス
マ
ー
ト
窓
口
推
進
事
業
費

Ｑ

計
画
策
定
懇
話
会
の

開
催
回
数
と
委
員
の
構
成
は

Ａ　
お
お
む
ね
４
回
程
度

の
開
催
を
考
え
て
お
り
、

京
都
保
護
観
察
所
等
の
関

係
行
政
機
関
、
ま
た
、
学

識
経
験
者
と
し
て
大
学
教

授
、
さ
ら
に
は
舞
鶴
地
区

保
護
司
会
等
の
市
内
関
係

団
体
を
中
心
に
委
員
を
依

頼
予
定
で
あ
る
。

Ｑ

計
画
策
定
期
間
は

Ａ　
７
月
か
ら
懇
話
会
を

開
催
し
、
年
度
内
の
計
画

策
定
を
も
っ
て
終
了
予
定

で
あ
る
。

再
犯
防
止
推
進
計
画
策
定
経
費

Ｑ

認
定
こ
ど
も
園
に
移

行
す
れ
ば
、
待
機
児
童
解

消
へ
の
効
果
は
あ
る
の
か

Ａ　
本
園
に
つ
い
て
は
新

た
に
０
歳
児
〜
２
歳
児
の

受
け
入
れ
を
設
定
さ
れ
る

た
め
、
待
機
児
童
解
消
に

繋
が
る
一
定
の
効
果
は
あ

る
。 私

立
認
定
こ
ど
も
園
移
行

改
修
費
支
援
事
業
費
補
助
金

Ｑ
対
象
者
の
予
定
件
数
は

Ａ　
法
人
で
約
１
２
０
件
、

個
人
で
約
80
件
の
申
請
を

見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ

集
団
接
種
会
場
の
代

替
地
に
係
る
市
民
の
移
動

方
法
に
つ
い
て
の
対
策
は

Ａ　
中
舞
鶴
地
域
に
お
い

て
は
、
臨
時
バ
ス
の
配
車

を
考
え
て
お
り
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

に
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
広
報
等
で
お
知
ら

せ
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費

Ｑ

練
習
１
回
当
た
り
の

指
導
者
の
人
数
お
よ
び
時

給
は
。
ま
た
、
練
習
会
場

へ
の
交
通
費
も
事
業
費
に

含
ま
れ
て
い
る
の
か

Ａ　
指
導
者
は
１
回
に
つ

き
、
３
名
か
ら
４
名
。
時

給
は
１
６
０
０
円
で
３
時

間
程
度
。
交
通
費
は
１
回

当
た
り
６
０
０
円
で
積
算

し
て
い
る
。

地
域
運
動
部
活
動
推
進

事
業
費

Ｑ

捕
獲
数
が
増
加
す
る

中
、
一
時
保
管
庫
が
３
カ

所
で
足
り
な
い
た
め
、
平

地
内
に
１
基
増
設
す
る
が
、

Ａ　
出
産
や
転
入
等
の
手

続
で
窓
口
へ
提
出
し
た
情

報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
あ

そ
び
あ
む
の
入
館
受
付
申

請
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
行
え

る
入
館
シ
ス
テ
ム
を
加
え

る
な
ど
に
よ
り
、
利
用
率

を
高
め
た
い
。

中
丹
地
域
有
害
鳥
獣
処
理
施
設

一
時
保
管
庫
整
備
事
業
費

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

他
の
地
域
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
時
の
対
応
は

Ａ　
保
管
状
況
は
市
で
把

握
し
て
お
り
、
毎
週
水
曜

日
、
保
管
状
況
の
多
い
と

こ
ろ
か
ら
福
知
山
の
処
理

施
設
に
回
収
し
て
も
ら
う

こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
継
続
月
次
支
援
金

給
付
事
業
費

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発

行
事
務
が
市
町
村
長
か
ら

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
が
行
う
事
務
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交

付
に
係
る
手
数
料
を
削
除

す
る
も
の
。

市
民
文
教
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

Ｑ
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
次
世
代
型
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
者
確

保
の
方
策
は

子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
事
業
費
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国
際
ふ
頭
の
北
東
側
に

新
た
に
用
地
を
拡
大
す
る

た
め
、
公
有
水
面
埋
立
て

に
関
し
て
、
京
都
府
知
事

か
ら
市
長
へ
の
意
見
照
会

に
対
し
「
異
議
な
し
」
と

す
る
意
見
を
述
べ
る
も
の
。

Ｑ

埋
立
工
期
お
よ
び
土

砂
の
調
達
先
は

Ａ

工
期
は
令
和
３
年
度

か
ら
お
お
む
ね
10
年
間
。

同
時
に
国
・
府
か
ら
は
、

着
手
予
定
の
臨
港
道
路
上

安
久
線
で
発
生
し
た
土
砂

の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て

い
る
旨
、
伺
っ
て
い
る
。

定
者
の
選
定
等
を
公
平
か

つ
適
正
に
行
う
た
め
の
選

定
委
員
会
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

Ｑ

公
募
設
置
管
理
制
度

の
特
徴
、
メ
リ
ッ
ト
は

Ａ

設
置
管
理
許
可
期
間

が
通
常
は
最
長
10
年
の
と

こ
ろ
、
最
長
20
年
ま
で
可

能
で
あ
る
こ
と
や
、
施
設

を
設
置
す
る
際
の
建
ぺ
い

率
が
通
常
２
％
の
と
こ
ろ

10
％
の
上
乗
せ
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
事

業
者
に
と
っ
て
、
長
期
的

な
投
資
・
回
収
が
可
能
と

な
り
、
提
供
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
幅
が
広
が
る
。

Ｑ

選
定
委
員
会
の
委
員

は
、
ど
の
よ
う
な
人
を
想

定
し
て
い
る
の
か

Ａ

対
象
施
設
に
重
要
文

化
財
が
あ
る
こ
と
や
観
光

拠
点
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
そ
の
観
点
で
の
有
識

者
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ

現
在
予
定
し
て
い
る

公
募
対
象
区
域
は

Ａ

赤
れ
ん
が
２
号
棟
か

ら
５
号
棟
ま
で
と
そ
の
周

辺
。
駐
車
場
お
よ
び
文
庫

山
周
辺
と
一
体
的
な
管
理

運
営
を
図
っ
て
い
く
予
定
。

産
業
建
設
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

公
有
水
面
埋
立
て
に

関
す
る
意
見
に
つ
い
て

（
下
安
久
地
区
及
び
和
田
地
区
）

　

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
管

理
運
営
に
お
い
て
、
公
募

設
置
管
理
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
に
伴
い
、
公
募
対

象
施
設
に
係
る
設
置
等
予

総
務
消
防
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

公
募
対
象
公
園
施
設

設
置
等
予
定
者
選
定

委
員
会
条
例
制
定

14
議
案
に
賛
成
し
、
３

議
案
に
反
対
す
る
。

第
45
号
議
案
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
、
こ
れ
ま
で
本
市
に

国
か
ら
16
億
９
千
万
円
交

付
さ
れ
、
特
別
定
額
給
付

金
や
持
続
化
給
付
金
等
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
し
て
お

ら
れ
る
市
民
の
暮

ら
し
と
営
業
を
支

え
て
き
た
。
今
回

の
補
正
で
も「
事
業

継
続
月
次
支
援
金

給
付
事
業
費
」
や

「
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄

道
支
援
事
業
費
補

助
金
」等
、
市
民
要

望
の
強
い
予
算
で

あ
り
賛
成
す
る
。

第
47
号
議
案
お

よ
び
51
号
議
案
は
、
10
年

間
で
30
億
円
で
進
め
る
赤

れ
ん
が
施
設
の
周
辺
整
備

事
業
の
た
め
の
条
例
制
定

議
案
。
市
外
の
大
手
民
間

事
業
者
に
頼
ら
ず
、
全
て

「
メ
イ
ド
イ
ン
ま
い
づ
る
」

で
進
め
る
べ
き
。
事
業
計

画
の
市
民
合
意
が
不
十
分

で
あ
り
反
対
す
る
。

第
56
号
議
案
は
、
舞
鶴

国
際
ふ
頭
の
第
２
期
工
事

の
た
め
に
、
公
有
水
面
の

埋
め
立
て
に
「
異
議
な

し
」
と
府
に
進
言
す
る
議

案
。
第
２
期
工
事
そ
の
も

の
が
計
画
あ
り
き
で
多
大

な
税
金
を
投
入
す
る
巨
大

事
業
で
あ
り
、
再
検
討
す

べ
き
で
反
対
す
る
。

市民みんなの財産「赤れんが倉庫群」

赤れんが周辺開発は
市民合意で条例へ

小 西 洋 一

討論討論

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

各
議
案
は
、
地
方
税
法

の
改
正
に
伴
い
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
や
、
公
募

型
補
助
金
等
の
交
付
対
象

と
な
る
者
の
選
定
を
、
公

平
・
適
正
に
実
施
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
な
ど
、
必
要
か
つ

適
切
な
予
算
、
改
正
、
制

定
と
思
料
す
る
。

　

令
和
３
年
度
舞

鶴
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

で
は
、特
に
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業

継
続
月
次
支
援
金

給
付
事
業
費
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保
事
業
費

は
、
適
時
適
切
に
必
要
な

予
算
を
計
上
さ
れ
て
い
る

も
の
と
評
価
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
経
済
的
に
苦
し
ま
れ
て

い
る
方
々
の
声
も
聞
き
及

ん
で
い
る
。
給
付
対
象
の

間
口
を
広
げ
る
な
ど
支
援

給
付
の
枠
組
み
の
再
構
築

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
落
ち
着
い
て

き
た
と
き
の
、
プ
レ
ミ
ア

率
の
高
い
市
内
商
品
券
の

再
度
の
発
行
な
ど
、
思
い

切
っ
た
消
費
向
上
対
策
が

不
可
欠
と
考
え
る
。
こ
の

点
を
強
く
申
し
添
え
、
賛

成
す
る
。

順調に進むワクチン集団接種

新型コロナウイルス
感染症対策を評価

川 口 孝 文

討論討論

日本共産党議員団

創政クラブ議員団

3 まいづる市議会だよりNo.176

たに

常任委員会の審査報告本会議において付託された議案は、市民文教委員会１件、産業建設委員会６件、
総務消防委員会８件、予算決算委員会２件であり、それぞれの委員会で審査しました。

国
新
た

た
め

な有す安
新た

常任、
。

討論令和3年6月29日の最終本会議において、提案された議案に対して討論をしました。

産
業

主
な

報告

国 主
な

公
有

関
す

（
下
安

委員会の審査報
討論（6/2当初議案）



全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

公
募
対
象
公
園
施
設
等

予
定
者
選
定
委
員
会
条
例

に
つ
い
て
は
、
赤
れ
ん
が

周
辺
等
ま
ち
づ
く
り
構
想

と
深
く
関
連
し
、
赤
れ
ん

が
パ
ー
ク
に
多
く
の
誘
客

と
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
市
は
民
間
活
力
を
最

大
限
に
生
か
し
た
パ
ー
ク

運
営
を
目
指
し
、
長
期
に

わ
た
る
協
議
に
際
し
た
課

題
点
の
解
消
策
と
し
て
、

公
募
設
置
管
理
制
度

（Park̶PFI

）
の
活
用
で

対
応
さ
れ
、
設
置
管
理
許

可
期
間
の
延
長
・
建
ぺ
い

率
の
拡
大
・
占
用
物
件
の

特
例
等
、
公
園
管
理
者
の

財
政
負
担
を
軽
減
し
な
が

ら
公
園
の
質
・
利
便
性
・

魅
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
新
設

さ
れ
た
制
度Park̶PFI

と
、
平
成
11
年
に
施
行
さ

れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
が
同
じ
と

の
誤
解
が
生
じ
て
い
る
と

感
じ
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
正
確
な

情
報
提
供
を
お
願

い
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
「
舞
鶴
方
式
」

が
好
評
で
あ
り
、

補
正
で
は
冷
房
設

備
を
設
置
さ
れ
、

今
後
も
快
適
な
接

種
体
制
の
確
保
を

高
く
評
価
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

第
45
号
議
案
令
和
３
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

ス
マ
ー
ト
窓
口
推
進
事
業

費
で
は
、
転
出
入
や
お
く

や
み
等
、
手
続
に
必
要
な

申
請
書
記
入
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
書
か
な
い
窓
口

シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

住
民
票
や
税
の

証
明
書
を
交
付

す
る
た
め
発
行

機
を
設
置
す
る

も
の
で
、
さ
ら

な
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を

期
待
す
る
。
ま

た
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
社
会

が
進
む
中
、
労

働
力
確
保
や
将

来
に
向
け
た
持
続
可
能
な

社
会
づ
く
り
に
お
い
て
、

京
都
府
北
部
５
市
２
町
が

連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
土
木
・
建
築
分
野

で
の
技
術
職
員
の
人
材
育

成
、
福
知
山
公
立
大
学
等

と
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
対
応
す
る
情
報
人
材

育
成
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、
合
同
研
修
会
な
ど
広

域
連
携
事
業
に
期
待
す

る
。

　

他
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
確
保
事
業
費
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
継
続
月
次
支
援
金

給
付
事
業
費
等
で
あ
り
賛

成
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

公
募
設
置
管
理
制
度
、

い
わ
ゆ
るPark̶PFI

制

度
を
導
入
し
た
新
た
な
赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
の
民
間
活

力
に
係
る
議
案
で
は
、
赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
が
都
市
公

園
で
あ
る
利
点
を
生
か

し
、
民
間
企
業
に
と
っ
て

よ
り
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制

度
を
採
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
硬

直
化
し
た
公
園
管

理
の
在
り
方
に
一

石
を
投
じ
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
は

一
定
の
意
義
が
あ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

を
有
効
的
に
運
営

す
る
た
め
に
、
ど

う
い
っ
た
民
間
活
力
を
導

入
す
る
の
か
、
従
前
か
ら

検
討
さ
れ
て
き
た
経
過
が

あ
る
中
で
、「Park̶PFI

」

と
い
う
言
葉
が
突
如
と
し

て
明
る
み
に
な
り
、
市
民

や
事
業
者
間
で
混
乱
を
招

い
て
い
る
。

　

今
後
は
、
誰
も
が
分
か

り
や
す
く
納
得
で
き
る
丁

寧
な
制
度
の
説
明
に
加

え
、
文
化
財
で
あ
る
赤
れ

ん
が
倉
庫
の
特
徴
を
生
か

し
た
運
営
や
、
文
庫
山
の

活
用
、
防
衛
省
の
財
源
を

生
か
し
た
周
辺
の
整
備

で
、
街
並
み
が
ど
う
変
わ

る
の
か
な
ど
、
ト
ー
タ
ル

的
な
方
向
性
を
早
期
に
示

さ
れ
る
よ
う
願
う
。

証明書交付発行機

Park̶PFI制度を導入する赤れんがパーク

民間活力を最大限に
生かすPark̶PFI

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

行政サービスの充実と
新たな連携に期待

松 田 弘 幸
公明党議員団

討論討論

丁寧な制度説明を
願う

西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

討論討論

京都府北部の一大交流拠点へ

4令和3年7月31日

間活力を最大限に

令

討論令和3年6月29日の最終本会議において、提案された議案に対して討論をしました。

4日

力 大

令和3年7月31日

討論（6/2当初議案）



令令和和33年年
6月定例会66月月定定例例会会
のののののののののああららままししああああああああららららららららまままままままましししししししし

令和3年
6月定例会
のあらまし

会会
ししししししししし
会会会会
しししししししししし

追加議案の概要（一般会計補正予算第5号）
新型コロナウイルス感染症対策に係る新規事業
追加議案の概要（一般会計補正予算第5号）

新型コロナウイルス感染症対策に係る新規事業

Ｑ

住
居
確
保
給
付
金
事

業
に
つ
い
て
、
収
入
基
準

額
は
世
帯
主
の
所
得
に

限
っ
た
も
の
か

Ａ　
申
請
者
は
世
帯
主
で

あ
る
が
、
基
準
と
な
る
収

入
に
つ
い
て
は
、
世
帯
全

体
の
収
入
額
を
基
礎
と
し

て
い
る
。

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な

審
査
内
容

Ｑ

対
象
者
へ
の
求
職
活

動
等
の
要
件
の
内
容
は

Ａ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登

録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

並
行
し
て
、
月
２
回
、
職

業
相
談
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
。
ま
た
、
生
活
支

援
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
月
１
回
以
上
の
面
会

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。

さ
ら
に
は
、
原
則
と
し
て

週
１
回
程
度
以
上
、
事
業

所
に
対
し
て
応
募
か
面
接

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
条
件
と
し
て
い
る
。

生活困窮者自立支援金支給事業費

Ｑ

就
業
支
援
金
支
給
の

要
件
は

Ａ　
市
主
催
の
研
修
を
受

講
さ
れ
、
か
つ
複
数
回
、

出
務
い
た
だ
い
た
看
護
師

を
対
象
と
し
て
い
る
。

Ｑ

本
市
の
利
用
実
績
は

Ａ　
令
和
２
年
度
実
績
で
、

２
社
に
70
万
円
を
支
出
し

て
い
る
。

Ｑ

今
回
の
補
正
予
算
で

何
件
を
予
定
し
て
い
る
の

かＡ　
国
の
雇
用
調
整
助
成

金
の
原
則
な
助
成
率
が
５

月
以
降
、
10
分
の
９
に
引

き
下
げ
ら
れ
た
た
め
、
昨

年
度
よ
り
申
請
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
５
月

か
ら
７
月
ま
で
の
３
カ
月

間
で
50
件
の
申
請
、
１
社

４
万
円
と
し
て
２
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
看
護
師
支
援
事
業
費

Ｑ

酒
類
販
売
事
業
者
へ

の
補
助
の
拡
充
で
あ
る
が
、

何
件
を
予
定
し
て
い
る
か

Ａ　
法
人
で
７
件
、
個
人

で
４
件
を
予
定
し
て
い
る
。

40
件
程
度
、
海
水
浴
場
開

設
者
で
５
地
域
を
予
定
し

て
い
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

ト
調
査
で
把
握
し
た
低
所

得
の
世
帯
（
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
世
帯
や
市
民
税

非
課
税
世
帯
等
、
一
定
の

所
得
要
件
を
満
た
し
た
生

活
困
窮
世
帯
）
の
う
ち
、

Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い

約
１
２
０
世
帯
を
対
象
と

す
る
。

Ｑ

財
源
の
う
ち
「
公
立

学
校
情
報
機
器
整
備
費
補

助
金
」
と
は

Ａ　
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
の

購
入
に
充
て
る
文
部
科
学

省
定
額
の
補
助
金
（
１
台

当
た
り
１
万
円
）
で
あ
る
。

Ｑ

低
所
得
世
帯
以
外
で
、

Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い

世
帯
へ
の
対
応
は

Ａ　
全
世
帯
の
95
％
で
通

信
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、

各
世
帯
で
整
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ｑ

旅
館
業
な
ど
何
件
を

予
定
し
て
い
る
か

Ａ　
旅
館
業
、
飲
食
業
で

感染症の影響が長期化する中、既に総合支援資金の再貸付の
終了等によって、さらなる貸付を受けられない世帯または再
貸付について不承認とされた世帯で、所定の要件に該当する
世帯を対象に支援金を支給

海水浴場事業者支援事業費
新型コロナウイルス感染症の影響により２年連続で開設見送
りとなったため、減収となった海水浴場関連の事業者に対し、
翌シーズン以降の事業継続に向けた市独自の支援金を給付

ワクチン接種看護師支援事業費
接種会場で活躍していただく看護師を支援し、安全で円滑な
ワクチン接種を推進するため、集団接種に従事する看護師に
対し就業支援金を支給

中小企業雇用調整助成金
国の雇用調整助成金を受け、従業員に休業手当を支払う事業
主に対し、市が独自に助成金を上乗せして支援

事業者感染防止促進事業費
京都府独自の事業者感染防止対策である「京都府『京の飲食』
安全対策向上事業」を府・市協調して促進するため、市内飲食
店等の訪問調査結果（５月下旬から６月上旬）をもとに、府制
度を補完・加速する補助制度を創設

学習環境整備支援事業費
GIGAスクール構想により整備した端末は、今後、児童生徒が
各家庭に持ち帰って学習を行うことが想定されることから、
全ての家庭において学習に取り組めるよう、低所得者世帯を
対象に、家庭の通信環境の整備等を市独自に支援

生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
継
続
月
次
支
援
金

給
付
事
業
費

Ｑ

対
象
期
間
は

Ａ　
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
12
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
者
感
染
防
止
促
進

事
業
費

Ｑ

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

持
ち
帰
り
が
可
能
と
な
る

時
期
は

Ａ　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
原

案
を
検
討
の
上
、
２
学
期

か
ら
持
ち
帰
り
が
で
き
る

よ
う
、
各
学
校
と
調
整
し

て
進
め
て
い
く
。

Ｑ

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
貸

与
の
対
象
世
帯
数
お
よ
び

そ
の
算
出
根
拠
は

Ａ　
児
童
生
徒
の
保
護
者

向
け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
学
習
環
境
整
備
支
援

事
業
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

支
給
事
業
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
中
小
企
業
雇
用
調
整

助
成
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
海
水
浴
場
事
業
者
支
援

事
業
費
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第
60
号
議
案
に
賛
成
す

る
。

　

こ
の
議
案
で
は
、
長
引

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

収
入
減
少
な
ど
生
活
へ
の

影
響
が
長
期
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
生
活
に
困
窮

す
る
世
帯
へ
の
支
援
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
集
団
接
種
会
場

で
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
看
護
師

へ
の
支
援
、
さ
ら

に
は
、
海
の
京
都

エ
リ
ア
で
あ
る
本

市
の
海
水
浴
場
開

設
者
・
旅
館
業
等

へ
、
市
独
自
の
事

業
継
続
支
援
を
行

う
も
の
、ま
た
、京

都
府『
京
の
飲
食
』

安
全
対
策
向
上
事
業
は
、

施
設
、
店
舗
内
に
お
け
る

感
染
リ
ス
ク
に
対
し
て
、

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る

事
業
者
に
補
助
金
の
交
付

を
行
う
も
の
と
認
識
す

る
。
学
習
支
援
で
は
、
整

備
し
た
端
末
が
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
、
低
所
得
者

世
帯
を
対
象
に
、
家
庭
の

通
信
環
境
と
通
信
費
の
支

援
を
行
う
も
の
な
ど
が
あ

る
。
こ
う
し
た
事
業
の
主

な
財
源
は
国
か
ら
の
交
付

金
で
賄
い
、
有
利
な
財
源

が
確
保
で
き
た
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
市
内

事
業
者
や
市
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
こ
と
で
あ
る
と

評
価
す
る
。

第
60
号
議
案
に
賛
成
す

る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
提
案

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
８

４
６
０
万
円
で
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
国
庫
補
助

金
で
あ
る
。
一
年
以
上
も

続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
生
活
の
一
変
し
た
毎

日
で
あ
る
。
舞
鶴
市
独
自

の
新
規
の
提
案

や
、
コ
ロ
ナ
禍
の

長
期
化
で
給
付
期

間
が
過
ぎ
た
事
業

へ
の
拡
大
提
案

等
、
も
と
の
元
気

な
舞
鶴
に
戻
っ
て

ほ
し
い
支
援
だ
と

理
解
し
た
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
看
護
師

へ
の
支
援
事
業
費

も
本
市
独
自
の
感
謝
を
込

め
た
手
当
の
提
案
で
あ

る
。
今
後
の
64
歳
以
下
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
に
向

け
て
、
多
く
の
看
護
師
の

方
に
引
き
続
き
お
手
伝
い

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
。
こ
の
本
市
独
自
の

看
護
師
手
当
も
含
め
て

「
舞
鶴
方
式
」の
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
を
高
く
評
価
。

ま
た
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
の
整
備
は
、
子

ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
へ

の
支
援
と
し
て
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
学
習
環
境
の

整
備
へ
の
提
案
で
あ
る
。

　

現
地
現
場
主
義
の
市
政

運
営
と
い
え
る
血
の
通
っ

た
救
済
支
援
事
業
の
提
案

で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

第
60
号
議
案
に
賛
成
す

る
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
の

住
居
確
保
や
暮
ら
し
の
資

金
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
対
し
て
、
国
の
制
度

改
正
で
拡
大
と
新
規
事
業

の
提
案
。
市
の
周
知
の
取

り
組
み
の
強
化
と
丁
寧
な

相
談
が
必
要
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
看
護

師
支
援
事
業
費

は
、
高
齢
者
を
は

じ
め
64
歳
以
下
も

集
団
接
種
、
基
礎

疾
患
の
方
、
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
優
先
接
種

の
計
画
も
あ
り
、

看
護
師
へ
の
就
労

支
援
金
を
支
給
す

る
も
の
。
し
か
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
確
保
は
ま
だ
明
確

で
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の

配
分
な
ど
の
情
報
を
早
期

に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
国

に
要
望
し
、
事
業
が
円
滑

に
進
む
よ
う
お
願
い
す

る
。

　

市
内
事
業
者
へ
の
支
援

策
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が

延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

対
象
事
業
者
な
ど
を
拡
充

の
予
算
。
市
の
相
談
の
強

化
を
お
願
い
す
る
。

　

小
中
学
校
の
児
童
生
徒

全
て
の
家
庭
で
端
末
を
家

庭
に
持
ち
帰
り
学
習
で
き

る
よ
う
低
所
得
者
世
帯
へ

の
支
援
は
、
義
務
教
育
は

無
償
の
観
点
で
、
さ
ら
な

る
支
援
の
充
実
を
求
め
る
。

市民の暮らし・
事業者支援を評価する

田 村 優 樹
市民クラブ舞鶴議員団

血の通った本市の
救済支援事業に賛成

田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

討論討論

誰ひとり置き去りに
しない支援を

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

討論討論

6令和3年7月31日

市民 暮らし

令

討論令和3年6月29日の最終本会議で追加提案された議案に対して討論をしました。

6日

暮

令和3年7月31

討論（6/29追加議案）



第
60
号
議
案
に
賛
成
す

る
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、

国
に
お
い
て
制
度
改
正
さ

れ
た
住
居
確
保
給
付
金
事

業
や
総
合
支
援
資
金
の
再

貸
付
が
終
了
し
た
方
な

ど
、
要
件
に
該
当
す
る
世

帯
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

支
給
事
業
費
が
あ
る
。
こ

う
し
た
支
援
を
必
要

と
す
る
世
帯
へ
着
実

に
支
援
が
届
く
よ

う
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で

申
請
案
内
す
る
な

ど
、
き
め
細
や
か
な

対
応
が
必
要
。
国
の

雇
用
調
整
助
成
金
を

受
け
る
事
業
主
に
対

し
、
負
担
分
の
一
部

を
補
填
し
、
経
営
の

安
定
化
を
図
る
助
成
金
や

本
年
も
海
水
浴
場
開
設
を

見
送
る
た
め
、
海
水
浴
場

事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
事

業
の
ほ
か
、
国
の
月
次
支

援
金
の
対
象
と
な
ら
な
い

売
り
上
げ
が
30
％
以
上
、

50
％
未
満
の
中
小
企
業
者

や
酒
類
販
売
事
業
者
へ
支

援
す
る
事
業
継
続
月
次
支

援
金
給
付
事
業
費
は
、
中

小
企
業
者
や
小
規
模
事
業

者
に
寄
り
添
い
、
将
来
に

わ
た
る
経
営
の
継
続
を
支

援
す
る
本
市
独
自
の
事
業

で
あ
り
評
価
す
る
。

　

今
後
と
も
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な

が
る
支
援
を
お
願
い
す

る
。

市民サービスの
着実な支援と充実を

小 谷 繁 雄

討論討論

公明党議員団

第
60
号
議
案
に
賛
成
す

る
。

　

本
件
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

係
る
事
業
を
拡
大
、
も
し

く
は
新
規
に
立
ち
上
げ
る

も
の
で
、
補
正
額
の
ほ
と

ん
ど
が
国
か
ら
の
交
付
金

等
で
賄
わ
れ
る
。
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
離
職
や

廃
業
、
休
業
等
に

伴
う
収
入
減
に
よ

り
住
む
と
こ
ろ
を

な
く
す
恐
れ
が
あ

る
方
を
支
援
す
る

「
住
居
確
保
給
付

金
事
業
」、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で

生
活
に
困
窮
す
る

世
帯
で
、
所
要
の

要
件
に
該
当
す
る
世
帯
を

支
援
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事

業
費
」、
本
市
の
集
団
接

種
会
場
で
従
事
さ
れ
て
い

る
看
護
師
、
今
後
新
た
に

従
事
さ
れ
る
看
護
師
の

方
々
を
支
援
す
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
看
護
師
支
援
事
業

費
」な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

時
宜
を
得
た
必
要
か
つ
適

切
な
補
正
予
算
と
思
料
す

る
。
対
象
者
へ
の
迅
速
で

分
か
り
や
す
い
周
知
、
申

請
へ
の
素
早
い
支
給
が
で

き
る
よ
う
、
確
実
・
迅
速

な
対
応
に
当
た
ら
れ
た

い
。
こ
の
点
を
強
く
申
し

添
え
、
賛
成
と
す
る
。

支援対象者に迅速で
分かりやすい周知を

川 口 孝 文
創政クラブ議員団

　

本
会
議
の
映
像
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
Ｐ
Ｃ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
く
た
め

に
、
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　「市民に開かれた議会」に向けた取り組み
として、市議会公式Facebookにて、議会
活動に関する様々な情報を掲載しています。
多くの「いいね！」をお待ちしております。

URL：https://www.facebook.com/maizurushigikai.kyoto

Facebookページ名：「舞鶴市議会」

舞鶴市議会 検索

公式Facebookの紹介
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第
60

る
。本

件

ウ
イ

係
る
事

く
は
新 支援対象者に迅速で

市議会ホームページ・Facebookの紹介ージ・F
討論令和2年6月29日の最終本会議で追加提案された議案に対して討論をしました。

の紹介Facebookの
討論（6/29追加議案）



8令和3年7月31日

令和3年6月2日および6月29日の本会議での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で承認・可決した条例議案
● 専決処分の承認を求めることについて(市税条例の一部を改正する条例制定)
● 公募型補助金等交付対象者選定委員会条例制定について
● 消防表彰条例の一部を改正する条例制定について
● 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例制定について
● 市税条例等の一部を改正する条例制定について
● 公営住宅法及び住宅地区改良法による市営住宅等管理条例の一部を改正する条例制定について
● 市道の構造の基準に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 手数料条例の一部を改正する条例制定について

全会一致で可決した議員提出議案
● 舞鶴市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市議会会議規則の一部を改正する規則制定について
● 議会活性化特別委員会の委員定数の変更について

教育委員会委員の任命

再任：内　藤　行　雄  氏　　　新任：西　谷　和　子  氏

全国市議会議長会第97回定期総会におきまして、舞鶴市議会から4名の議員が表彰されました。

教育委員会委員の任期満了に伴い、令和3年6月29日の本会議で次の委員を任命することに同意しました。

表　　彰

〇全国市議会議長会議員在職30年以上特別表彰（平成2年12月5日から30年以上在職）

高橋　秀策 議員

〇全国市議会議長会議員在職10年以上表彰（平成22年12月5日から10年以上在職）

鯛　慶 一 議員　　谷川　眞司 議員　　水嶋　一明 議員

【議決結果】 可…可決、否…否決、同…同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

田
畑
篤
子

西
村
正
之

野
瀬
貴
則

眞
下
隆
史

水
嶋
一
明

伊
藤
清
美

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議
決
を
し
た
日

尾
関
善
之

川
口
孝
文

肝
付
隆
治

高
橋
秀
策

谷
川
眞
司

山
本
治
兵
衛

上
羽
和
幸

小
谷
繁
雄

杉
島
久
敏

松
田
弘
幸

石
束
悦
子

伊
田
悦
子

小
杉
悦
子

小
西
洋
一

鴨
田
秋
津

田
村
優
樹

仲
井
玲
子

6月29日
6月29日
6月29日
6月2日
6月29日
6月29日

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

×
×
×
除
○
×

×
×
×
除
○
×

×
×
×
除
○
×

×
×
×
除
○
×

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

 無会派…会派に所属しない議員　　☆舞鶴市議会の議員定数は26人です。

新
政
新
政
新
政
新
政
創
政
創
政
創
政
創
政
創
政
創
政
創
政
公
明
公
明
公
明
公
明
共
産
共
産
共
産
共
産
市
民
市
民
市
民
無
会
派



全会一致で承認・可決した予算議案
● 専決処分の承認を求めることについて(令和2年度一般会計補正予算(第13号))
● 令和3年度一般会計補正予算(第4号)
● 令和3年度一般会計補正予算(第5号)

全会一致で同意・可決した人事議案
● 教育委員会委員の任命について
● 人権擁護委員候補者の推薦について

全会一致で可決したその他の議案
● 財産の取得について(救助工作車)
● あらたに生じた土地の確認について(成生地区)
● 字の区域の変更について(成生地区)
● 市道路線の認定、変更及び廃止について

出
席
者
数

議員名等（会派内は五十音順）

公募対象公園施設設置等予定者選定委員会条例制定について
都市公園条例の一部を改正する条例制定について
公有水面埋立てに関する意見について(下安久地区及び和田地区)
舞鶴市議会日本共産党議員団に対する問責決議
ＪＲ小浜線及びＪＲ舞鶴線の維持・活性化に係る意見書
山陰新幹線整備及びＪＲ小浜線、ＪＲ舞鶴線の地方在来線維持・活性化に係る意見書

議　 　案　　 名

市
長
提
出

議　
　

案

議
員
提
出

議　
　

案

26
26
26
22
26
26

25
25
25
21
25
25

21
21
21
21
4
21

4
4
4
0
21
4

0
0
0
0
0
0

可
可
可
可
否
可

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

○
○
○
○
×
○

投
票
者
総
数

賛

成

反

対

棄

権

議
決
結
果

今
西
克
己

新
政
新
政

新
政

上
野
修
身

鯛     

慶
一

賛否が分かれた議案等

【会派】新政…新政クラブ議員団、創政…創政クラブ議員団、公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団、市民…市民クラブ舞鶴議員団、
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（令和3年6月定例会） 会期：6月2日～6月29日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果

令和2年度  議長交際費の支出内容は舞鶴市議会ホームページに掲載しております。

※１ 令和２年７月２日付で会派の人数が８名から７名になったことにより、舞鶴市議会における会派に対する政務活動費の交付に関する条例第４条、第５条の規定により当初交付額
       2,080,000円から188,322円を減額。
※２ 令和２年７月２日から会派に所属しない議員となったことに伴い、舞鶴市議会における会派に対する政務活動費の交付に関する条例第４条、第５条の規定により188,322円を交付。
※３ 新型コロナウイルス感染症対策の財源とするため、令和２年12月に舞鶴市に返還。

令和2年度の政務活動費の支出内容（概要）をお知らせします
政務活動費は、議員の調査研究等に資するための必要な経費の一部として、議員1人当たり年額26万円が議会会派等に対し
交付されます。なお、差引不用額は舞鶴市に返還しました。
　舞鶴市議会ホームページに政務活動費支出に係る領収書および視察等報告書も掲載しておりますので、ご覧ください。

創政クラブ
議員団 主な支出の内容：資料作成・購入費（新聞購読料、電子地図）、事務費（通話料、消耗品費、コピー代等）

公明党
議員団

日本共産党
議員団

会派に所属しない議員
（鴨田秋津議員）

会派に所属しない議員
（田村優樹議員）

会派に所属しない議員
（仲井玲子議員）    

会派に所属しない議員
（西村正之議員）

新政クラブ
議員団

政務活動費 返還分※3

※1

※2

自己負担分 調査研究費 研修・会議費 広報・広聴費 要請陳情活動費 資料作成・購入費 人件費 事務所費 事務費
会派名 収　入 収入合計

（1）
支　　　　　出 支出合計

（2）
差引不用額
（1）－（2）

1,891,678 400,000
主な支出の内容：広報・広聴費（機関紙発行）資料作成・購入費（新聞購読料、電子地図）、事務所費（サイドキャビネット）、事務費（通話料、コピー代、トナー等）

0 1,491,678 0 0 1,013,600 0 52,635 0 211,750 144,109 1,422,094 69,584

1,820,000 1,000,000 0 820,000 0 0 0 0 53,625 0 0 191,958 245,583 574,417

主な支出の内容：資料作成・購入費（書籍）、事務費（通話料、ＮＨＫ受信料、消耗品費等）
1,040,000 600,000 0 440,000 0 0 0 0 4,785 0 0 66,024 70,809 369,191

主な支出の内容：広報・広聴費（機関紙発行）、資料作成・購入費（新聞購読料）、事務費（通話料、消耗品費、コピー代等）
1,040,000 0 0 1,040,000 0 0 839,201 0 27,837 0 0 156,792 1,023,830 16,170

主な支出の内容：
260,000 130,000 0 130,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 130,000

主な支出の内容：事務費（ＮＨＫ受信料、コピー代）
260,000 60,000 0 200,000 0 0 0 0 0 0 0 7,838 7,838 192,162

主な支出の内容：資料作成・購入費（雑誌購読料）、事務費（コピー代）
188,322 60,000 0 128,322 0 0 0 0 59,950 0 0 160 60,110 68,212

主な支出の内容：事務費（コピー代）
260,000 60,000 0 200,000 0 0 0 0 0 0 0 2,910 2,910 197,090

（単位：円）【各会派等政務活動費　収支報告一覧表（令和2年4月1日～令和3年3月31日分）】



令和3年 舞鶴市議会6月定例会一般質問 令和3年6月14日、15日、16日

順番

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

質問方式

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一括

一括

一括

一括

一問一答

一問一答

一括

一問一答

一括

一問一答

2分割

一括

一括

一括

一問一答

一括

小杉　悦子

川口　孝文

上羽　和幸

田畑　篤子

鴨田　秋津

仲井　玲子

小西　洋一

尾関　善之

杉島　久敏

鯛　　慶一

田村　優樹

石束　悦子

伊藤　清美

松田　弘幸

野瀬　貴則

西村　正之

伊田　悦子

高橋　秀策

小谷　繁雄

水嶋　一明

谷川　眞司

眞下　隆史

上野　修身

１ 新型コロナウイルス感染症対策について
２ 国民健康保険について
１ 新型コロナウイルス感染症ワクチン接種状況等について
３ ごみ排出ルールの変更について
５ 朝来中圃場整備について
１ 長引く新型コロナウイルス感染症に関わる対策について
２ 子育て支援について
１ 新型コロナウイルスワクチン接種について
３ 障害児支援について

１ 舞鶴市立図書館の現状と将来について

１ 舞鶴赤れんがパークにおけるPark-PFI導入について
２ ボランティアポイント制度について
１ 高浜発電所の再稼働について
３ 第２期京都府北部地域連携都市圏ビジョンについて
１ 市立図書館の再編について
３ 高野川、伊佐津川の整備状況について
１ コロナワクチン接種について
３ フレイル予防の取組について
１ 舞鶴市内の工業用地について
２ 消防機能について

１ ヤングケアラーについて

１ 高齢者が安心して利用できるバス対策について
２ 舞鶴市の基幹産業としての農林漁業振興について
１ 戦略的広報について
２ 公共施設について
１ 農業・漁業の支援について
２ ウイルス対策について
１ 窓口業務における市民サービスの向上について
２ 行政のデジタル化推進について

１ ひきこもりについて

１ 旧文庫山学園の機能を生かした「まなびあむ」の運営について
３ ジェンダー平等の推進について
１ 「市民の健康増進と多様な交流・賑わいの拠点」の整備について
３ 教育タブレットについて
１ 奨学金返還の支援について
２ 地域共生社会の実現に向けた取組について
１ マイナンバーカードの活用等について
２ 安心安全なまちづくりについて
１ レンタサイクルについて
２ 高齢者外出支援事業について
１ コロナ禍における海のレジャー対応について
３ 地域学の推進による地域振興について
１ 有害鳥獣について
２ 地域防災力向上について

２ 小中学校の衛生管理マニュアルについて
４ 市の管理河川について

２ 医療的ケア児支援法（案）について

２ ＪＲ小浜線の減便について

２ コミュニティ FM放送を活用した「地域の魅力発信等向上事業」について

２ 改正災害対策基本法について

２ 指定管理者制度について
４ 子育て支援の充実について
２ 赤れんが周辺等まちづくり事業について

２ コロナ支援内容について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問・答弁の要旨以外の事項は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※２ 分 割…質問項目を分野ごとに２回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式 舞鶴市議会 検索

10令和3年7月31日

和3年6月14日、15日、16日

10令和3年7月31日

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



川 口 孝 文
創政クラブ議員団

ご
み
排
出
ル
ー
ル
変
更

さ
ら
な
る
周
知
が
必
要

６
月
中
の
新
聞
折
り
込
み
等

周
知
を
図
る

質
問　

７
月
か
ら
ご
み

処
理
手
数
料
、
ご
み
の
出

し
方
、
高
齢
者
等
ご
み
出

し
支
援
な
ど
、
ご
み
排
出

ル
ー
ル
が
変
わ
る
。
各
種

啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
説

明
会
の
実
施
な
ど
、
多
様

な
手
段
で
周
知
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
は
十
分
理

解
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
直
接
搬
入
時
の
ご
み
袋

は
何
を
使
え
ば
い
い
の

か
」「
今
使
用
し
て
い
る

透
明
袋
は
７
月
以
降
も
使

え
る
の
か
」
な
ど
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
一

部
の
市
民
の
方
々
に
は

ル
ー
ル
変
更
が
十
二
分
に

浸
透
し
て
い
な
い
。
円
滑

な
移
行
と
自
治
会
当
番
の

方
々
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
再
度
周
知
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
市
の

具
体
的
な
取
り
組
み
予
定

を
問
う
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
加
え
、
６
月
中

に
今
回
の
見
直
し
の
ポ
イ

ン
ト
を
記
載
し
た
、
簡
易

チ
ラ
シ
の
新
聞
折
り
込
み

を
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
周
知
に
努
め
る
。
個

別
説
明
会
に
つ
い
て
も
７

月
以
降
も
順
次
実
施
す
る
。

併
せ
て
、
集
積
所
の
排
出

状
況
に
応
じ
て
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
実
施

す
る
。

　

今
後
も
引
き

続
き
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ

て
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

上 羽 和 幸
公明党議員団

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

困
窮
者
へ
の
支
援
を

相
談
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
し
た
い

質
問　

長
引
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
市
民
の
生
活
困

窮
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
支
援
を
聞
く
。
ま

た
、
生
活
困
窮
か
ら
女
性

の
生
理
用
品
に
対
す
る
経

済
負
担
が
あ
る
。
全
国
で

多
く
の
自
治
体
が
無
償
配

布
を
行
っ
て
い
る
。
本
市

で
も
無
償
配
布
を
お
願
い

し
た
い
が
ど
う
か
。

答
弁

国
は
、
貸
付
金

の
延
長
、
住
宅
確
保
給
付

金
の
再
支
給
や
困
窮
世
帯

の
支
援
金
も
予
定
し
て
お

り
、
相
談
者
に
支
援
を
図

り
た
い
。
生
理
用
品
は
国

の
補
助
金
も
活
用
し
検
討

を
進
め
る
。

質
問　

多
胎
児
の
子
育

て
は
想
像
を
越
え
る
。
母

体
は
妊
娠
中
か
ら
リ
ス
ク

が
あ
り
、
早
産
で
低
出
生

体
重
児
の
可
能
性
も
高
い
。

　

ま
た
、
多
胎
児
を
育
て

る
大
変
さ
が
理
解
さ
れ
に

く
く
、
負
担
の
重
さ
か
ら

虐
待
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る

と
さ
れ
て
い
る
。
支
援
を

充
実
さ
れ
た
い
が
ど
う
か
。

答
弁

本
市
は
多
胎
妊

婦
の
健
診
を
６
回
、
超
音

波
検
査
を
３
回
増
や
し
、

産
後
の
ケ
ア
事
業
は
１
人

分
の
負
担
金
に
し
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
も
開
催
し
て

い
る
。
今
後
も
支
援
に
努

め
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

社
会
的
検
査
の
拡
充
を

定
期
的
な
検
査
は

考
え
て
い
な
い

質
問　

無
症
状
者
の
発

見
と
保
護
が
感
染
拡
大
を

防
ぐ
と
考
え
る
。
密
な
接

触
を
防
げ
な
い
通
所
型
・

訪
問
型
の
各
種
福
祉
事
業
、

保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
や
学
校
な
ど
の
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
充
実
を

関
係
機
関
に
要
望
し
、
市

で
も
実
施
す
る
こ
と
を
求

め
る
が
い
か
が
か
。

答
弁

保
育
施
設
等
の

従
事
者
が
陽
性
者
と
な
っ

た
場
合
、
市
に
お
い
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
な
ど
的

確
な
対
応
を
行
い
た
い
。

定
期
的
な
検
査
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

質
問　

高
齢
者
の
接
種

後
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
を
優
先
に
接
種
す
る
と

あ
る
が
、
64
歳
以
下
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
優

先
接
種
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁

基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
と
60
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
対
象
者
は
８
月
上

旬
か
ら
。
重
症
化
リ
ス
ク

が
考
え
ら
れ
る
50
歳
か
ら

59
歳
ま
で
は
９
月
上
旬
か

ら
。
続
い
て
49
歳
以
下
の

方
の
接
種
予
定
。
教
職
員
、

保
育
士
等
は
密
に
な
り
や

す
い
職
種
の
特
性
を
考
慮

し
、
60
歳
以
上
の
方
の
接

種
が
完
了
す
る
見
込
み
の

段
階
で
実
施
予
定
で
あ
る
。

一
般
質
問

A

エッセンシャルワーカーの
検査充実・ワクチン優先接種を

子育て支援

多
胎
児
世
帯
へ
の

支
援
を

今
後
も
支
援
に

努
め
た
い

QQAA

64
歳
以
下
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

８
月
上
旬
か
ら

実
施
を
予
定

QQAA

ルール変更。再確認を
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質 般
一
般A

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



鴨 田 秋 津

少
な
い
図
書
購
入
費
を

今
後
ど
う
考
え
る

補
助
制
度
の
活
用
な
ど

財
源
確
保
に
努
め
る

質
問

本
市
で
は
１
４

０
０
万
円
台
で
あ
っ
た
図

書
購
入
費
は
、
平
成
28
年

以
降
、
約
７
０
０
万
円
で

推
移
し
て
い
る
。
図
書
館

協
議
会
で
は
「
本
を
買
う

予
算
が
少
な
す
ぎ
る
」
な

ど
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

市
の
考
え
を
問
う
。

答
弁

今
後
は
市
民
生

活
や
仕
事
課
題
解
決
支
援

を
進
め
る
た
め
、
府
北
部

連
携
よ
る
資
料
収
集
の
分

担
を
進
め
る
と
と
も
に
、

有
利
な
補
助
制
度
の
活
用

な
ど
財
源
確
保
に
努
め
る
。

質
問

図
書
館
協
議
会

の
意
見
書
で
は
、
東
西
図

書
館
が
同
じ
こ
と
を
し
て

お
り
、
本
館
を
１
つ
持
つ

こ
と
が
望
ま
し
い
と
結
論

付
け
て
い
る
。
近
年
は
福

知
山
、
宮
津
の
図
書
館
が

整
備
さ
れ
、
う
ら
や
ま
し

い
と
の
声
も
聞
く
。
審
議

会
の
意
見
や
老
朽
化
し
た

現
図
書
館
の
状
況
を
踏
ま

え
、
新
た
に
本
館
を
１
つ

建
築
す
る
考
え
を
問
う
。

答
弁

同
じ
よ
う
な
図

書
館
を
２
つ
持
つ
の
で
は

な
く
、
市
民
課
題
解
決
支

援
を
強
化
す
る
た
め
、
本

館
を
１
つ
持
つ
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
令
和

４
年
度
を
目
途
に
図
書
館

基
本
計
画
を
策
定
し
、
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

仲 井 玲 子
会派に所属しない議員

市民クラブ舞鶴議員団

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

民
間
活
力
導
入
の
対
応
は

多
様
な
交
流
が
可
能
と
な
る

施
設
機
能
を
確
保

質
問　

赤
れ
ん
が
パ
ー

ク
の
民
間
活
力
導
入
に
つ

い
て
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク

は
、
市
の
観
光
拠
点
で
あ

り
、
ま
た
市
民
や
市
内
事

業
者
の
活
動
の
場
、
交
流

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

き
た
が
、P

ark-P
FI

等

の
手
法
を
用
い
た
運
用
が

始
ま
っ
て
も
、
市
民
や
市

内
事
業
者
が
現
在
の
よ
う

な
形
で
利
活
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
の

か
市
の
考
え
を
問
う
。

P
ark-P

FI

の
具
体
的

な
事
業
ス
キ
ー
ム
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
、
ま

た
、
市
民
や
市

内
事
業
者
に
こ

の
制
度
を
理
解

し
て
も
ら
う
た

め
の
対
応
に
つ

い
て
、
市
の
考

え
を
問
う
。

答
弁

本
エ
リ

ア
に
必
要
な
観

光
案
内
機
能
の
確
保
や
遊

覧
船
と
の
連
携
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
機

能
強
化
な
ど
市
民
や
市
内

外
の
企
業
に
よ
る
多
様
な

交
流
が
可
能
な
施
設
機
能

の
確
保
を
図
る
。

Park-PFI

制
度
は
、
民

間
事
業
者
が
施
設
等
の
設

置
や
改
修
に
自
己
資
金
を

投
入
、
施
設
や
敷
地
の
使

用
料
を
市
へ
支
払
う
。
外

構
や
駐
車
場
等
は
指
定
管

理
料
を
市
が
当
該
管
理
運

営
者
に
支
出
す
る
。
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
情
報
発
信
に
努
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

打
ち
手
に
看
護
師
起
用
と

単
価
の
増
額
を

看
護
師
の
追
加
業
務
に

単
価
増
額
を
検
討
す
る

質
問　

ワ
ク
チ
ン
接
種

の
看
護
師
に
は
、
現
在
ワ

ク
チ
ン
の
充
填
・
問
診
の

業
務
に
就
い
て
い
た
だ
き
、

感
染
予
防
対
策
・
環
境
調

整
、
安
全
対
策
等
、
日
々

意
見
を
出
し
、
さ
ら
に
市

民
に
安
心
し
接
種
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
実
施
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
は
打

ち
手
と
な
っ
て
い
た
だ
き

進
行
を
速
め
て
は
ど
う
か
。

そ
の
場
合
の
時
間
単
価
の

待
遇
に
配
慮
は
あ
る
か
。

答
弁

充
填
・
問
診
に

加
え
て
、
接
種
と
い
う
新

た
な
業
務
と
い
う
こ
と
で
、

増
額
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

質
問　

厚
生
労
働
省
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
従
事
し

た
潜
在
看
護
師
に
就
業
準

備
金
と
し
て
手
当
金
を
決

定
し
た
。
し
か
し
、
本
市

雇
用
の
看
護
師
は
条
件
に

該
当
し
な
い
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
支
え
る
看
護
師
へ

本
市
と
し
て
の
何
ら
か
の

対
応
は
で
き
な
い
も
の
か
。

答
弁

本
市
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
看
護
師
は
、
国

の
手
当
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
本
市
で

は
接
種
の
開
始
段
階
か
ら

使
命
感
を
持
ち
業
務
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
気
持
ち
に
応
え

る
た
め
、
市
独
自
の
手
当

の
支
給
を
検
討
す
る
。

一
般
質
問

A

【舞鶴方式】を支える看護師達

築30年以上経過し、
老朽化が進んでいる東西図書館

赤れんがパーク・市民による
にぎわいづくり

国
の
手
当
が

該
当
し
な
い
が

市
独
自
の
手
当
て
を

検
討
中

QQAA

新
た
な
本
館
を

建
て
る
考
え
は

本
館
を
持
つ
こ
と
が

望
ま
し
い

QQAA

12令和3年7月31日

質 般
一
般A

12令和3年7月31日

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



尾 関 善 之
創政クラブ議員団

市
立
図
書
館
の

再
編
の
方
針
を
問
う

図
書
館
基
本
計
画
を

策
定
し
方
針
を
示
す

質
問　

制
度
や
技
術
水

準
が
大
き
く
変
化
し
、
情

報
も
高
度
化
す
る
中
、
新

時
代
に
即
し
た
建
物
、
蔵

書
と
も
に
新
た
に
中
央
館

を
新
設
す
る
こ
と
は
、
課

題
解
決
型
図
書
館
へ
転
換

し
、
幅
広
い
世
代
の
市
民

に
必
要
な
施
策
と
考
え
る
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

問
う
。

答
弁

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

機
能
を
強
化
し
た
、
新
し

い
図
書
館
の
建
設
や
見
直

し
は
図
書
館
協
議
会
で
十

分
議
論
し
、
令
和
４
年
度

を
目
途
に
図
書
館
基
本
計

画
を
策
定
す
る
。

質
問　

自
動
起
動
ラ
ジ

オ
は
、
防
災
行
政
無
線
と

連
動
す
る
強
制
割
り
込
み

装
置
を
整
備
し
、
緊
急
時

ラ
ジ
オ
の
電
源
が
切
り
で

も
防
災
行
政
無
線
と
同
じ

内
容
を
聴
く
こ
と
が
で
き

る
が
、
こ
の
活
用
に
つ
い

て
問
う
。

答
弁

災
害
時
に
迅
速

か
つ
確
実
な
情
報
伝
達
が

必
要
と
な
る
、Ｐ
Ａ
Ｚ
と

Ｐ
Ａ
Ｚ
に
準
ず
る
地
域
、

津
波
の
２
㍍
を
超
え
る
地

域
に
配
備
す
る
。
そ
の
他

希
望
す
る
市
民
に
つ
い
て

は
、Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
を
介

し
て
、
購
入
で
き
る
よ
う

に
し
、
情
報
伝
達
の
多
様

化
が
よ
り
一
層
進
む
と
考

え
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

杉 島 久 敏
公明党議員団

「
避
難
指
示
」
一
本
化
の

迅
速
確
実
な
周
知
は

避
難
情
報
を
掲
載
し
、

全
て
の
自
治
会
に
配
布

質
問　

地
震
や
集
中
豪

雨
な
ど
頻
発
す
る
自
然
災

害
に
対
応
す
べ
く
、
改
正

災
害
対
策
基
本
法
が
４
月

28
日
に
成
立
し
、
５
月
20

日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　

改
正
法
で
は
市
町
村
が

発
令
す
る
避
難
情
報
に
つ

い
て
「
避
難
勧
告
」
を
廃

止
し
「
避
難
指
示
」
に
一

本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

避
難
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
一
層
明
確
に
な
る
。

逃
げ
遅
れ
が
発
生
し
な
い

よ
う
一
刻
も
早
く
市
民
に

対
し
て
確
実
に
周
知
す
る

必
要
性
が
あ
る
た
め
広
報

を
強
化
し
、
メ

デ
ィ
ア
の
協
力

も
得
て
、
分
か

り
や
す
く
伝
え

る
方
法
の
選
択

が
望
ま
れ
る
。

本
市
で
は
ど
の

よ
う
な
周
知
方

法
を
考
え
て
い

る
の
か
を
問
う
。

答
弁

本
市
に
お
い
て

は
「
東
・
西
市
街
地
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に

今
回
改
正
さ
れ
た
避
難
情

報
と
避
難
情
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
に
、
と
る
べ
き

避
難
行
動
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
く
「
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
の
ひ
な
形
を

掲
載
し
、
全
て
の
自
治
会

に
配
布
。
そ
れ
に
よ
り
、

適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
ま
い
づ
る
６
月
号

で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 西 洋 一
日本共産党議員団

コ
ロ
ナ
禍
で
実
効
あ
る

住
民
避
難
計
画
策
定
を

避
難
計
画
の
見
直
し
を

進
め
る

質
問　

舞
鶴
市
の
原
発

避
難
先
で
あ
る
京
都
市
、

宇
治
市
、
向
日
市
も
コ
ロ

ナ
禍
で
避
難
所
が
「
足
り

な
い
」
と
回
答
し
「
今
後
、

京
都
府
に
調
整
し
て
い
た

だ
く
」
と
し
て
い
る
。
原

発
の
避
難
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
避
難
と
い
う
二
重
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
実
効
性
の
な
い

避
難
計
画
の
現
状
で
は
、

と
て
も
「
再
稼
働
容
認
」

と
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

答
弁

昨
年
度
、
感
染

症
対
策
を
考
慮
し
た
原
子

力
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

よ
り
実
効
性
が
高
ま
る
よ

う
、
時
機
を
失
す
る
こ
と

な
く
、
住
民
避
難
計
画
の

見
直
し
を
進
め
る
。

質
問　

５
月
19
日
の
福

井
新
聞
で
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
の

「
便
数
半
減
」
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
近
畿
エ
リ
ア

で
は
、
約
70
本
の
減
便
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
情
報

収
集
を
急
ぎ
、
近
隣
市
町

と
連
携
し
て
要
望
活
動
を

行
う
な
ど
、
地
方
線
維
持

の
た
め
具
体
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

京
都
府
に
お
い

て
減
便
対
象
路
線
の
情
報

収
集
が
行
わ
れ
て
お
り
、

府
や
沿
線
市
町
と
連
携
し

て
利
用
促
進
に
取
り
組
み
、

便
数
の
維
持
・
確
保
を
Ｊ

Ｒ
西
日
本
に
要
望
す
る
。

一
般
質
問

A

乗って残そう地方線

「避難勧告廃止」のポスター

西図書館

情
報
収
集
を
急
ぎ

具
体
策
を

便
数
の
維
持
確
保
に

努
め
る

QQAA

自
動
起
動
ラ
ジ
オ
の

活
用
を
問
う

情
報
伝
達
の

多
様
化
を
進
め
る

QQAA

13 まいづる市議会だよりNo.176

令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。

質 般
一
般A

した。
です。 一般質問



田 村 優 樹

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
体
制
を
問
う

多
機
関
で

横
断
的
な
対
応

質
問

こ
の
た
び
、
厚

生
労
働
省
と
文
部
科
学
省

で
は
、
各
副
大
臣
を
共
同

議
長
と
し
て
連
携
し
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に

向
け
た
福
祉
・
介
護
・
医

療
・
教
育
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、

全
国
規
模
の
調
査
研
究
事

業
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
調
査
報
告
書
で
は
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
発

見
・
把
握
し
た
場
合
に
、

高
齢
、
障
害
、
疾
病
、
失

業
等
、
生
活
困
窮
や
ひ
と

り
親
世
帯
と
い
っ
た

家
庭
の
事
情
に
応
じ
、

多
機
関
連
携
に
よ
る

支
援
体
制
の
在
り
方

が
本
格
的
に
検
討
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で

も
、
積
極
的
に
関
わ

り
、
先
進
的
な
支
援

体
制
を
構
築
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
市
の

見
解
を
問
う
。

答
弁

市
の
福
祉
・
健

康
部
局
の
相
談
支
援
担
当

課
を
は
じ
め
、
中
丹
東
保

健
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
よ
り
、
地
域
共
存
社

会
に
向
け
た
包
括
的
な
支

援
体
制
の
整
備
に
係
る

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」

を
設
置
し
た
。
こ
の
会
議

で
は
、
複
合
・
複
雑
化
す

る
家
庭
支
援
ニ
ー
ズ
に
横

断
的
に
対
応
し
、
早
期
発

見
・
把
握
に
つ
な
げ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

石 束 悦 子
日本共産党議員団

市民クラブ舞鶴議員団

高
齢
者
が
安
心
で
き
る

バ
ス
対
策
は

安
全
対
策
が
必
要
な

場
合
は
検
討
す
る

質
問　

高
齢
者
か
ら

「
バ
ス
降
車
時
、
道
路
の

縁
石
に
よ
る
転
倒
が
心
配

だ
、
避
け
る
た
め
遠
回
り

の
バ
ス
に
乗
る
」
と
聞
く
。

バ
ス
停
の
調
査
・
対
策
を
。

ま
た
雨
風
を
防
ぐ
屋
根
付

き
バ
ス
停
の
設
置
を
問
う
。

答
弁

交
通
事
業
者
が

安
全
確
認
、
実
態
把
握
し

て
お
り
、
市
は
対
策
が
必

要
な
場
合
は
検
討
す
る
。

屋
根
付
き
バ
ス
停
は
設
置

費
、
維
持
費
が
発
生
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
直
ち
に

設
置
で
き
な
い
の
が
実
状
。

質
問　

①
コ
ロ
ナ
禍
で

の
米
価
の
落
ち
込
み
に
対

す
る
支
援
で
、
77
万
ト
ン

の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス

米
の
輸
入
を
や
め
る
よ
う

に
、
国
に
要
望
す
べ
き
で

は
。②
生
活
困
窮
者
対
策

と
し
て
、
市
独
自
で
米
の

無
償
提
供
を
実
施
す
る
な

ど
、
米
の
消
費
を
進
め
て

は
。③
定
置
網
導
入
の
補

助
を
網
の
更
新
に
も
使
え

る
制
度
へ
と
、
国
へ
要
望

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

①
国
に
意
見
す

る
考
え
は
な
い
。②
米
の

需
給
喚
起
に
つ
い
て
は
農

協
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
と
し
て
米
の
需
給
動
向

を
注
視
す
る
。③
定
置
網

の
流
出
な
ど
は
、
漁
業
施

設
共
済
で
補
償
さ
れ
、
国

に
要
望
す
る
考
え
は
な
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

鯛　慶 一
新政クラブ議員団

若
手
の
団
員
も
消
防
車
の

運
転
が
で
き
る
の
か

補
助
制
度
を
ス
タ
ー
ト

環
境
づ
く
り
に
努
め
る

質
問　

平
成
19
年
６
月

お
よ
び
平
成
29
年
３
月
に

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

今
ま
で
普
通
免
許
で
運
転

で
き
た
車
両
の
一
部
が
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
。
若

手
団
員
が
、
今
後
、
誰
ひ

と
り
消
防
車
両
を
運
転
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
現
在
33
歳
よ
り
若
い

団
員
の
普
通
免
許
で
は
通

称
４
ト
ン
車
は
運
転
で
き

な
い
。
消
防
団
員
に
な
っ

て
い
た
だ
い
て
、
自
費
で

中
型
免
許
を
取
ら
な
い
と

消
防
車
に
乗
れ
な
い
の
は

あ
ま
り
に
も
酷
で
あ
り
、

準
中
型
以
上
の
免
許
取
得

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
で
、

免
許
取
得
に
係
る
補
助
制

度
が
な
い
か
を
問
う
。

答
弁

消
防
団
員
の
準

中
型
自
動
車
運
転
免
許
の

取
得
に
関
し
て
、
現
在
免

許
制
度
の
改
正
に
伴
う
影

響
は
ま
だ
少
な
い
が
、
将

来
的
に
消
防
車
両
を
運
転

で
き
る
消
防
団
員
の
確
保

は
課
題
に
な
る
と
考
え
る
。

免
許
取
得
の
補
助
制
度
と

し
て
は
、
本
年
５
月
よ
り

消
防
団
員
に
対
し
て
準
中

型
免
許
取
得
に
係
る
補
助

金
交
付
要
綱
を
定
め
、
経

費
の
２
分
の
１
を
上
限
と

し
て
補
助
す
る
制
度
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
後
も
引

き
続
き
、
消
防
団
員
が
活

動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

一
般
質
問

A

誰もが運転できる日を待っています

多機関連携が重要

転ばぬ先の知恵

落
ち
込
ん
だ

米
需
給
対
策
は

米
の
需
給
動
向
を

注
視
す
る

QQAA

14令和3年7月31日

質 般
一
般A

14令和3年7月31日

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



松 田 弘 幸
公明党議員団

「
農
業
収
入
保
険
」
の

周
知
と
支
援
を
問
う

積
極
的
な
支
援
は

慎
重
に
対
応
す
る

質
問　

平
成
31
年
１
月
、

新
た
に
「
農
業
収
入
保

険
」
が
で
き
た
。
自
然
災

害
に
よ
る
農
作
物
の
収
穫

量
減
少
や
豊
作
に
よ
る
価

格
下
落
、
取
引
先
の
倒
産
、

盗
難
や
運
転
中
の
事
故
と

い
っ
た
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を

補
償
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

農
業
者
を
守
る
保
険
制
度

の
周
知
や
加
入
の
た
め
の

保
険
料
支
援
を
問
う
。

答
弁

周
知
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
な
お
、

加
入
促
進
の
た
め
の
保
険

料
支
援
は
公
平
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
慎
重
に

対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問　

漁
業
は
コ
ロ
ナ

禍
で
魚
価
が
低
迷
し
て
お

り
、
特
に
高
級
魚
で
顕
著

に
表
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
産
業
に
影
響
が
出
て

い
る
が
、
命
に
関
わ
る
産

業
の
一
つ
と
い
え
る
漁
業

へ
の
支
援
を
問
う
。

答
弁

ま
い
づ
る
冬
グ

ル
メ
満
喫
ク
ー
ポ
ン
事
業

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業

経
営
支
援
を
し
て
き

た
。
今
後
も
漁
業
者

の
意
見
を
伺
い
、
そ

の
時
々
の
状
況
に
応

じ
た
需
要
喚
起
策
な

ど
の
支
援
を
検
討
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

野 瀬 貴 則
新政クラブ議員団

夜
間
窓
口
減
少
な
ら

斎
場
の
仮
予
約
導
入
を

７
月
か
ら
の

実
施
に
向
け
準
備
す
る

質
問　

４
月
か
ら
西
支

所
の
午
後
10
時
以
降
の
夜

間
窓
口
が
閉
鎖
と
な
り
、

本
庁
宿
直
窓
口
の
み
の
対

応
と
な
っ
た
。
市
民
か
ら

は
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
危

惧
す
る
声
が
出
て
お
り
、

閉
鎖
と
な
っ
た
経
緯
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
今
後

夜
間
に
死
亡
等
の
届
出
を

行
う
に
は
、
市
役
所
本
庁

ま
で
行
く
必
要
が
あ
り
、

西
舞
鶴
地
域
の
市
民
は
距

離
が
遠
く
危
険
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
夜
間
に
届
出
を

行
う
の
は
、
斎
場
の
予
約

を
し
な
い
と
葬
儀
の
日
程

が
決
ま
ら
な
い
こ
と
が
理

由
だ
と
考
え
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

も
、
斎
場
の
仮
予
約
を
電

話
等
で
行
え
な
い
か
問
う
。

答
弁

令
和
２
年
度
の

西
支
所
に
お
け
る
午
後
10

時
以
降
の
窓
口
受
付
件
数

は
年
間
41
件
で
あ
り
、
そ

の
８
割
以
上
が
死
亡
届
で

あ
っ
た
。
閉
鎖
前
と
の
委

託
費
用
の
差
額
は
２
０
０

万
円
で
あ
り
、
効
果
的
・

効
率
的
な
事
務
の
見
直
し

を
行
い
、
宿
直
業
務
を
終

了
す
る
こ
と
と
し
た
。
斎

場
の
予
約
は
現
在
窓
口
で

の
み
行
っ
て
い
る
が
、
市

民
の
安
全
と
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
今
後
に
つ
い

て
は
電
話
で
の
仮
予
約
が

行
え
る
よ
う
、
７
月
か
ら

の
実
施
に
向
け
準
備
す
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

意
義
は

市
民
と
行
政
が
手
を

携
え
て
進
む
こ
と
に
意
義

質
問
「
本
市
や
地
方
都

市
が
抱
え
る
地
域
課
題
」

特
に
、
究
極
的
と
も
い
え

る
人
口
減
少
と
高
齢
化
と

い
う
大
き
な
課
題
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

社
会
の
変
化
に
対
処
し

な
が
ら
地
域
を
継
続
的
に

発
展
さ
せ
る
た
め
、
本
市

が
こ
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
っ
た
意
義
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁

自
分
た
ち
の
ま

ち
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
、

舞
鶴
の
良
さ
を
再
認
識
す

る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
市

民
と
市
の
若
手
職
員
が
共

通
の
思
い
で
活
動
し
、
手

を
携
え
て
進
め
る
こ
と
に

大
き
な
意
義
が
あ
る
。

質
問　

自
治
会
の
公
共

施
設
減
免
登
録
申
請
に
は

多
く
の
書
類
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

公
共
的
団
体
と
し
て
認
め

て
い
な
が
ら
、
書
類
提
出

の
必
要
性
と
根
拠
を
問
う
。

答
弁
「
舞
鶴
市
公
の

施
設
使
用
料
減
免
団
体
の

登
録
に
関
す
る
要
綱
」
に

お
い
て
定
め
、
団
体
規
約

等
の
添
付
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
自
治
会
に
つ
い

て
は
、
市
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
本

年
３
月
に
同
要
綱
を
改
正

し
、
書
類
の
添
付
を
省
略

で
き
る
よ
う
に
改
め
た
。

A

住みたいと思うまちを描こう

斎場の仮予約を電話（午後10時から翌朝8時30分まで）で
受け付ける市役所本庁

公
民
館
利
用
時
の

減
免
申
請
は

要
綱
を
改
正
し

省
略
可
と
し
た

QQAA

漁
業
支
援
を
問
う

状
況
に
応
じ
た

支
援
を
検
討

QQAA
舞鶴ブランドの京鰆と岩がき
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質 A

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



伊 田 悦 子

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け

本
市
政
策
の
強
化
を

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

創
設
に
向
け
研
究

質
問

男
女
の
平
等
度

を
示
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
指
数
は
、
日
本
は
１

２
０
位
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
関
し
て
は
後
進
国
。

そ
こ
で
、
小
中
学
校
の
性

的
少
数
者
の
実
態
把
握
や

配
慮
の
実
態
は
い
か
が
か
。

答
弁

本
人
や
保
護
者

か
ら
の
相
談
に
よ
り
把
握
。

制
服
は
本
人
や
保
護
者
の

希
望
に
添
い
、
男
女
兼
用

ズ
ボ
ン
が
選
べ
た
り
、
ジ

ャ
ー
ジ
で
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

質
問

多
様
な
性
を
認

め
る
具
体
策
の
一
つ
と
し

て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
研
究
と
さ
れ
た
が
、

検
討
状
況
は
い
か
が
か
。

答
弁

制
度
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
の
実
績
や

制
度
内
容
、
課
題
な
ど
の

調
査
を
始
め
た
。
今
後
も

取
り
組
む
。

質
問

経
済
的
理
由
で

生
理
用
品
を
入
手
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
況
、
い
わ

ゆ
る
生
理
の
貧
困
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
国
の
交

付
金
等
も
活
用
し
、
無
料

配
布
や
学
校
ト
イ
レ
の
個

室
等
に
常
備
す
る
必
要
が

あ
る
が
い
か
が
か
。

答
弁

昨
年
度
開
設
し

た
相
談
窓
口
で
丁
寧
な
支

援
行
い
、
他
自
治
体
の
取

組
状
況
を
把
握
し
、
国
の

補
助
金
等
の
活
用
も
検
討
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

高 橋 秀 策
創政クラブ議員団

日本共産党議員団

赤
れ
ん
が
周
辺
エ
リ
ア
の

民
間
活
力
導
入
は

エ
リ
ア
一
帯
活
用
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
む

質
問　

舞
鶴
を
象
徴
す

る
赤
れ
ん
が
倉
庫
群
や
、

海
上
自
衛
隊
の
基
地
が
あ

る
ま
ち
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
日
本

海
側
を
代
表
す
る
一
大
交

流
拠
点
に
す
る
上
で
、
こ

の
エ
リ
ア
の
民
間
活
力
導

入
に
向
け
た
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
の
か
。

答
弁

最
長
20
年
の
範

囲
内
で
設
置
管
理
許
可
が

受
け
ら
れ
るPark

―
PFI

を
導
入
し
、
民
間
活
力
の

導
入
促
進
を
図
る
公
募
条

件
の
整
理
を
進
め
、
活
用

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組

む
。

質
問

S
ociety5

.0

時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち

に
は
、
先
端
技
術
を
身
に

着
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。①
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
運
用
は
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
動

状
況
は
。

答
弁

①
全
て
の
教
員

の
資
質
能
力
を
育
成
す
る

た
め
、
質
の
高
い
授
業
を

目
指
し
て
い
る
。②
月
数

回
程
度
派
遣
し
、
よ
り
効

果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
方

法
を
考
え
た
り
、
生
徒

へ
の
操
作
補
助
を
し
て

い
る
。
専
門
家
を
派
遣

す
る
こ
と
に
よ
り
、
教

員
の
指
導
力
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

西 村 正 之
市民クラブ舞鶴議員団

ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と

支
援
策
を
問
う

継
続
的
包
括
的
な

支
援
を
実
施
し
て
い
る

質
問　

ひ
き
こ
も
り
が

顕
在
化
し
て
か
ら
お
よ
そ

25
年
、
か
つ
て
は
「
青
少

年
の
一
時
的
な
現
象
」
と

さ
れ
た
ひ
き
こ
も
り
の
内

実
は
激
変
し
、
従
来
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
捉
え
き
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
若
者
が

40
代
・
50
代
、
そ
の
親
が

70
代
・
80
代
と
な
り
社
会

的
に
孤
立
し
、
生
活
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
深
刻
な

ケ
ー
ス
、
社
会
に
つ
な
が

れ
な
い
ひ
き
こ
も
り
と
し

て
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

実
態
調
査
を
行
い
、
課
題

が
何
で
あ
る
の
か
、
当
事

者
た
ち
に
寄
り

添
い
、
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
構
築

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え

る
が
、
本
市
に

お
け
る
ひ
き
こ

も
り
の
現
状
と

支
援
策
を
問
う
。

答
弁

ひ
き
こ
も
り
に

な
ら
れ
た
原
因
や
期
間
、

置
か
れ
て
い
る
家
族
環
境

な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
家
族
や
本
人

の
収
入
等
も
含
め
た
状
況

に
つ
い
て
十
分
な
聞
き
取

り
を
行
い
、
医
療
機
関
へ

の
受
診
や
障
害
者
手
帳
の

手
続
、
月
１
回
実
施
し
て

い
る
臨
床
心
理
士
に
よ
る

ひ
き
こ
も
り
巡
回
相
談
へ

の
誘
導
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
継
続
的

包
括
的
な
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

一
般
質
問

A

高齢化するひきこもり

６月の男女共同参画週間

教
育
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

運
用
は

順
調
に

始
ま
っ
て
い
る

QQAA

生
理
の
貧
困
に

対
す
る
支
援
を

国
の
補
助
金
等
の

活
用
等
検
討

QQAA

赤れんがパーク
４号棟・赤れんが工房

16令和3年7月31日

質 般
一
般A

16令和3年7月31日

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



タクシー 舞鶴市高齢者外出支援事業乗車票
【R3】

多々見 良三舞鶴市長

タクシー事業者
使用欄

・利用日（　　月　　日）　　・利用料金（総額）（　　　　　　　　円）
・利用区間（　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　）

利用者氏名： №

有 効 期 間 令和５年３月31日まで
（市内区間のみ有効）

：

対　　　象 タクシー乗車 1,000円：

水 嶋 一 明
新政クラブ議員団

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
活
用
は

メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
ら
れ
る
よ
う
充
実
を
図
る

質
問　

本
市
で
は
、
現

在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
本
市
が
必
要
と

す
る
独
自
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
公
共
施
設
予
約
カ
ー

ド
、
図
書
館
カ
ー
ド
、
ま

た
申
請
書
の
自
動
作
成
な

ど
の
機
能
が
付
加
で
き
れ

ば
市
民
に
と
っ
て
行
政
手

続
が
カ
ー
ド
１
枚
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
便
利
な

田
舎
暮
ら
し
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
将

来
像
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
し
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
付
加
さ
れ
よ
う
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を

問
う
。

答
弁

国
・
地
方
デ
ジ

タ
ル
化
指
針
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
１

枚
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
今
後

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
の
本
格
運
用
や
運
転
免

許
証
と
の
一
本
化
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
保
有
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
活
用
の

充
実
を
図
り
、Ⅰ
Ｔ

を
活
用
し
た
心
が
通

う
便
利
で
豊
か
な
田

舎
暮
ら
し
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

谷 川 眞 司
創政クラブ議員団

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の

導
入
を
求
め
る

今
後
の
活
用
を

研
究
す
る

質
問　

敦
賀
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
は
、
目
的
地
近
く

の
９
カ
所
あ
る
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
に
返
却
可
能
で
、

気
軽
に
便
利
に
街
を
回
遊

で
き
る
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
日
常

生
活
の
中
で
も
利
用
が
で

き
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
は
、
乗
り
た
い
時
に
借

り
て
、
行
き
た
い
場
所
で

返
却
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
一
部
の
都
市
で
は

交
通
戦
略
や
自
転
車
活
用

推
進
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
、
公
共
的
な
交
通
と
し

て
の
活
用
も
検
討
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
け
る

ニ
ー
ズ
や
他
市
に
お
け
る

導
入
の
状
況
を
見
据
え
、

活
用
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

質
問　

高
齢
者
外
出
支

援
の
５
０
０
円
タ
ク
シ
ー

券
が
あ
れ
ば
、
５
０
０
円

か
ら
１
０
０
０
円
未
満
の

地
域
に
居
住
す
る
住
民
に

と
っ
て
、
通
院
や
外
出
を

応
援
す
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
５
０
０
円
券
を
発
行

し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

支
援
事
業
は
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
、
健

康
増
進
を
図
り
、
地
域
経

済
の
振
興
に
も
つ
な
が
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

小 谷 繁 雄
公明党議員団

重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
推
進
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

よ
る
支
援
体
制
を
構
築

質
問　

現
在
、
介
護
・

障
害
・
子
育
て
な
ど
、
制

度
・
分
野
ご
と
に
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
る
。
今

後
、
あ
ら
ゆ
る
部
署
と
の

連
携
を
図
り
、
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
、
相

談
者
に
寄
り
添
っ
た
断
ら

な
い
相
談
支
援
が
必
要
。

誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い

社
会
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぎ
、

社
会
的
孤
立
を
解
決
す
る

た
め
の
基
盤
と
な
る
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
、

国
も
推
進
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
移
行
準
備

に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

国
は
、
自
治
体
の
職
員

を
対
象
に
、
ブ
ロ
ッ
ク

別
研
修
な
ど
、
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
の

移
行
に
必
要
な
知
識
や

手
法
の
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
本
市
の
人
材

育
成
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

複
合
的
な
課
題

の
相
談
支
援
は
、
分
野
横

断
的
に
総
合
的
な
支
援
を

行
う
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
に
よ
り
、
顔
の
見

え
る
関
係
を
構
築
し
、
適

切
な
相
談
支
援
機
関
へ
と

つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
。

　

国
の
支
援
は
、
円
滑
な

事
業
移
行
に
お
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
有
効
に
活
用
。

国
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会

の
活
用
と
、
庁
内
関
係
職

員
に
よ
る
勉
強
会
を
実
施

し
、
人
材
育
成
に
努
め
る
。

A

適切な相談支援につなげる各相談窓口

1000円タクシー券

便利な田舎暮らし

タ
ク
シ
ー
５
０
０
円
券

発
行
を

工
夫
を
し
取
り
組
み
を

考
え
る

QQAA

見     本
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質 A

一般質問令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。



上 野 修 身

有
害
鳥
獣
被
害
と

個
体
数
の
傾
向
は

シ
カ
に
よ
る
被
害
・

個
体
数
は
と
も
に
増
加

質
問

舞
鶴
市
に
お
い

て
は
、
田
・
畑
な
ど
耕
地

の
周
囲
を
山
林
が
覆
っ
て
、

サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

な
ど
に
よ
る
農
業
被
害
が

絶
え
な
い
。
環
境
省
・
農

林
水
産
省
に
よ
る
被
害
防

止
活
動
の
支
援
に
加
え
、

抜
本
的
な
鳥
獣
捕
獲
強
化

対
策
と
し
て
、
平
成
25
年

か
ら
10
年
計
画
で
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
、
半
減

と
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

現
実
は
大
変
厳
し
い
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
本
市

に
お
け
る
サ
ル
・
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
に
よ
る
農

業
被
害
の
現
状
、
ま
た
、

被
害
を
減
少
さ
せ
る
に

は
個
体
数
の
減
少
が
最

も
有
効
と
考
え
る
が
、

こ
れ
ら
鳥
獣
に
加
え
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
個
体
数

の
傾
向
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

令
和
２
年
に

お
け
る
有
害
鳥
獣
被
害

は
総
額
２
１
４
０
万
円
で
、

特
に
シ
カ
８
６
９
万
円
、

イ
ノ
シ
シ
８
２
２
万
円
、

サ
ル
２
８
９
万
円
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

鳥
獣
の
個
体
数
は
、
捕

獲
頭
数
か
ら
推
測
す
る
と
、

イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
は
、
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
、
シ
カ

は
生
息
域
の
拡
大
で
増
加

傾
向
に
あ
る
。
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
は
京
都
府
の
推
計
に

よ
る
と
府
内
全
体
で
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　

舞
鶴
市
議
会
の
４
つ
の
常
任
委
員
会
は
、
先

進
地
の
事
例
を
市
政
に
生
か
す
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
舞
鶴
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

一
般
質
問

一
般
質
問

QA

新政クラブ議員団

シカによる農業被害の増大

眞 下 隆 史
新政クラブ議員団

海
の
観
光
資
源
事
業

民
宿
等
を
救
済
願
う

感
染
状
況
を
注
視
し

新
た
な
交
流
を
創
出
す
る

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

２
年
連
続
で
海
水
浴
場
の

閉
鎖
を
決
断
さ
れ
た
。
先

の
見
通
し
が
つ
か
な
い
現

状
に
民
宿
事
業
等
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
低
下
し
、

閉
業
の
選
択
に
向
け
突
き

進
ん
で
い
く
。
海
の
京
都

を
代
表
す
る
民
宿
等
に
今

後
の
希
望
を
感
じ
得
る
支

援
が
で
き
な
い
か
。

答
弁

感
染
収
束
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
企
業
研

修
や
教
育
旅
行
な
ど
、
民

宿
等
へ
の
宿
泊
を
伴
う
新

た
な
交
流
を
創
出
し
観
光

事
業
者
の
支
援
を
考
え
る
。

質
問　

海
に
面
し
た
地

域
で
は
「
海
に
関
し
ル
ー

ル
が
不
明
確
」
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
レ
ジ
ャ
ー
客
と

の
ト
ラ
ブ
ル
増
加
に
対
し

恐
怖
と
不
安
を
感
じ
て
い

る
。
海
の
環
境
は
地
元
住

民
と
自
治
体
の
努
力
と
活

躍
が
あ
り
維
持
さ
れ
る
。

住
民
意
見
を
尊
重
し
な
が

ら
レ
ジ
ャ
ー
客
に
も
気
持

ち
よ
く
遊
ん
で
い
た
だ
け

る
働
き
か
け
と
ル
ー
ル
の

明
確
化
が
で
き
な
い
か
。

答
弁

マ
ナ
ー
を
守
っ

て
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
調

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
肝

要
と
考
え
る
。
新
た
な

ル
ー
ル
作
り
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
必
要
性
や
実
効

性
を
今
後
検
討
す
る
。

一
般
質
問

A

民宿等に元気を求めて

海
レ
ジ
ャ
ー
客
と
の

関
係
改
善

マ
ナ
ー
厳
守
を

求
め
る

QQAA

常
任
委
員
会
の（
オ
ン
ラ
イ
ン
）視
察
報
告

産業建設委員会（令和3年5月19日水）

① 佐賀県佐賀市
市街地の浸水対策について
② 大阪府豊中市
地域振興施策について～キッチンカー社会実験の取組について～
③ 宮崎県日南市
地域の中小企業支援について

視察先及び視察項目

市民文教委員会（令和3年5月18日火）

① 岩手県釜石市
コロナ禍における子育て支援について

② 長崎県佐世保市
地域子育て支援事業について

視察先及び視察項目

総務消防委員会（令和3年5月11日火・13日木）

① 愛媛県宇和島市
シティセールス・シティプロモーションについて
② 福島県会津若松市
スマートシティの取組について
③ 愛媛県松山市
自主防災について

視察先及び視察項目

福祉健康委員会（令和3年5月11日火・12日水）

① 東京都西東京市
フレイル予防について
② 京都府
京都式農福連携プロジェクトについて
③ 兵庫県神戸市
フレイル予防について

視察先及び視察項目

18令和3年7月31日 18令和3年7月31日

一般質問

質
問

染
拡
大

２
年
連

閉
鎖
を

の
見
通

状
に
民

般
一
般
質A

18令和3年7月31日

一般質問
常任委員会の視察報告

令和3年6月14日、15日、16日に本会議を開き、23人が一般質問を行いました。
質問・答弁の要旨は次のとおりです。

４つの常任委員会では、先進地の事例を市政に生かすため、
オンライン視察を実施しました。視察の概要は次のとおりです。



長
か
ら
改
め
て
協
力
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
、
当
該
議
員

団
を
除
く
全
て
の
会
派
か
ら

議
決
結
果
に
対
し
て
協
力
を

求
め
る
旨
の
発
言
が
あ
り
、

議
会
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
つ
い
て
再
度
、
確
認
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
締
切

日
で
あ
る
令
和
３
年
５
月
１

日
を
経
過
し
て
も
調
査
報
告

を
行
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
以
下
の
理

由
に
よ
り
到
底
、
看
過
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
今
回
の
言

動
を
断
じ
て
認
め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

（
地
方
議
会
の
否
定
）

１　

議
論
に
十
分
な
時
間
を

か
け
、
公
平
性
を
担
保
す

る
合
議
制
の
議
会
に
お
い

て
、
議
決
事
項
に
従
わ
な

い
と
い
う
こ
と
は
議
会
制

民
主
主
義
の
否
定
で
あ
り
、

地
方
議
会
の
否
定
で
あ
る
。

（
舞
鶴
市
議
会
基
本
条
例
の
趣

旨
に
反
す
る
行
為
）

２　

地
方
議
会
は
、
議
会
改

革
に
向
け
た
不
断
の
努
力

を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
も
取
組
を
進
め
て
い
く

た
め
、
今
回
の
よ
う
に
議

決
に
従
わ
な
く
て
も
よ
い

と
い
う
行
為
を
前
例
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今

後
の
議
会
改
革
の
議
論
に

大
き
な
支
障
を
来
す
行
為

で
あ
り
、
舞
鶴
市
議
会
基

本
条
例
の
精
神
を
記
し
た

前
文
及
び
目
的
に
反
す
る

行
為
で
あ
る
。

（
議
会
品
位
の
低
下
）

３　

議
決
結
果
に
従
わ
な
い

と
い
う
行
為
は
、
地
方
自

治
法
や
舞
鶴
市
議
会
基
本

条
例
が
要
請
す
る
議
員
の

活
動
の
原
則
か
ら
も
大
き

く
逸
脱
し
、
著
し
く
議
会

の
品
位
を
低
下
さ
せ
る
行

為
で
あ
る
と
断
じ
ざ
る
を

え
な
い
。

（
会
派
責
務
の
放
棄
）

４　

舞
鶴
市
議
会
は
、
議
会

運
営
に
お
い
て
会
派
制
と

し
、
会
派
の
責
務
を
舞
鶴

市
議
会
会
派
規
程
で
も
っ

て
明
確
に
規
定
し
て
お
り
、

議
決
し
た
事
項
の
所
属
し

て
い
る
議
員
へ
の
周
知
と

遵
守
を
義
務
付
け
て
い
る

が
、
明
ら
か
に
遵
守
す
る

義
務
を
放
棄
し
て
い
る
。

（
信
用
失
墜
行
為
）

５　

地
方
議
会
の
議
決
は
、

市
民
に
対
し
て
大
き
な
責

任
を
有
し
て
い
る
が
、
議

会
自
ら
が
決
定
し
た
議
決

事
項
に
議
員
自
ら
が
従
わ

な
い
と
い
う
行
為
は
、
市

民
に
対
し
て
議
会
の
議
決

を
守
ら
な
く
て
も
よ
い
と

い
っ
た
、
誤
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
と

な
り
、
議
会
の
信
頼
を
大

き
く
損
な
う
こ
と
と
な
る
。

　

よ
っ
て
、
舞
鶴
市
議
会
日

本
共
産
党
議
員
団
に
対
し
て

猛
省
を
促
す
と
と
も
に
、
そ

の
猛
省
を
今
定
例
会
中
に
本

会
議
に
お
い
て
表
明
す
る
こ

と
。
ま
た
、
今
後
の
議
会
運

営
に
係
る
態
度
を
改
め
る
よ

う
求
め
る
。

　

６
月
定
例
会
の
初
日
で
議

員
発
議
し
、
可
決
し
た
問
責

決
議
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
舞
鶴
市
議
会
日
本
共
産
党

議
員
団
に
対
す
る
問
責
決
議

　

日
本
国
憲
法
に
定
め
る
地

方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、

地
方
議
会
は
住
民
の
負
託
に

応
え
る
責
務
が
あ
り
、
そ
の

責
務
を
果
た
す
た
め
に
議
会

活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

最
善
の
意
思
を
決
定
す
る
議

事
機
関
と
し
て
存
在
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
舞
鶴
市
議

会
は
市
制
施
行
以
来
、
今
日

に
至
る
70
余
年
に
わ
た
っ
て

住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
て
伝
統
と
歴
史
を
積
み
上

げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た

市
民
か
ら
の
信
頼
に
よ
っ
て
、

合
議
制
に
よ
る
議
会
の
議
決

は
重
き
尊
厳
を
保
持
し
て
い

る
。

　

一
方
、
地
方
議
会
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
戦
後
か
ら
現
在
へ

と
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い

く
中
、
改
正
さ
れ
た
地
方
自

治
法
は
地
方
自
治
体
に
権
限

を
付
与
、
強
化
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
地
方
議
会
の
役
割

や
方
向
性
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
法
で
明
確
に
定
め
ら
れ
、

議
会
機
能
の
強
化
が
大
き
く

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、

市
民
の
負
託
に
応
え
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
民
の
利
益

を
守
る
た
め
に
舞
鶴
市
議
会

は
こ
れ
ま
で
議
会
の
機
能
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
様
々

な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
議

会
改
革
の
取
組
を
進
め
て
い

く
不
断
の
努
力
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
取
組
を
進
め

る
た
め
に
は
合
議
に
よ
る
議

決
は
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
議

員
団
は
、
令
和
３
年
３
月
８

日
に
開
催
さ
れ
た
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
で
議
決
し
た

議
員
活
動
の
見
え
る
化
に
関

す
る
調
査
に
対
し
、
後
日
に

な
っ
て
協
力
し
な
い
と
意
思

表
明
し
た
。
ま
た
、
令
和
３

年
４
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た

各
派
幹
事
会
に
お
い
て
、
議

決　

議
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決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

本
年
１
月
の
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
で
、
舞
鶴

市
議
会
の
議
員
定
数
・
議

員
報
酬
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
が
決
定
し
、
各
会

派
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聴
く
こ
と
は
重

要
。
議
員
は
何
を
し
て
い

る
の
か
知
っ
て
も
ら
う
努

力
が
必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、

２
月
５
日
に
委
員

長
と
し
て
議
員
活

動
の
見
え
る
化
を

図
る
た
め
の
調
査

が
示
さ
れ
た
。
３

月
８
日
に
は
、「
こ

の
調
査
の
実
施
に

は
お
お
む
ね
合
意

が
得
ら
れ
た
」
と
い
う
こ

と
で
了
承
願
っ
た
と
し
、

委
員
長
案
で
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
決
定
し

た
。
し
か
し
、
５
月
の
議

員
協
議
会
で
議
長
か
ら

「
再
三
提
出
を
お
願
い
し

た
が
、
日
本
共
産
党
議
員

団
の
４
人
の
議
員
が
未
提

出
の
ま
ま
で
あ
る
。
議
会

と
し
て
決
定
し
た
こ
と
に

協
力
し
な
い
の
な
ら
合
意

形
成
の
過
程
も
意
味
が
な

い
」
と
あ
っ
た
。
今
回
、

日
本
共
産
党
議
員
団
４
人

が
合
議
し
、
決
定
し
た
事

項
に
つ
い
て
従
わ
な
い
の

は
、
議
会
軽
視
ど
こ
ろ

か
、
議
会
制
民
主
主
義
を

踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ

る
。

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

舞
鶴
市
議
会
で
は
議
員

定
数
お
よ
び
議
員
報
酬
等

の
審
議
に
当
た
り
、
市
民

か
ら
「
議
員
が
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
」
と
す
る
疑
問
に
応
え

る
た
め
に
議
員
活
動
の
調

査
を
行
い
、
見
え
る
化
を

推
進
す
る
目
的
で
議
論
を

進
め
て
き
た
。　

　

日
本
共
産
党
議

員
団
は
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
で

簡
易
採
決
の
結
果
、

合
意
形
成
を
図
っ

て
い
な
が
ら
提
出

を
拒
み
続
け
、
対

案
の
提
出
も
な
く

「
賛
成
多
数
で
も
個

人
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
べ
き
」
な
ど
と
独

自
の
主
張
を
繰
り
返
し
、

陳
謝
す
る
ど
こ
ろ
か
活
動

調
査
の
提
出
に
応
じ
な
い

と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
議

会
の
ル
ー
ル
を
真
っ
向
か

ら
否
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
議
会
制
民
主
主
義
に

対
す
る
明
ら
か
な
背
信
行

為
で
あ
る
。

　

議
会
の
活
動
を
阻
害
す

る
ば
か
り
か
、
舞
鶴
市
議

会
の
権
威
を
失
墜
さ
せ
る

行
為
で
あ
り
、
議
会
と
し

て
こ
れ
を
看
過
す
る
こ
と

は
到
底
で
き
な
い
。
ま

た
、
舞
鶴
市
議
会
と
し
て

秩
序
を
乱
し
た
行
為
お
よ

び
信
用
失
墜
に
も
関
わ
る

こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
強

く
反
省
を
求
め
、
賛
成
す

る
。

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
で
議
決
し
た
「
議
員
活

動
の
見
え
る
化
に
関
す
る

調
査
」
で
、
認
識
・
見
解

の
不
一
致
と
も
い
う
べ
き

事
象
と
、
議
会
制
民
主
主

義
の
在
り
方
が
問
わ
れ
、

日
本
共
産
党
議
員
団
だ
け

が
調
査
報
告
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
争

点
と
な
っ
て
い

る
。
市
民
ク
ラ
ブ

舞
鶴
議
員
団
で

は
、
多
様
性
を
尊

重
し
、
市
民
の
た

め
に
な
る
市
議
会

の
構
築
を
望
み
、

舞
鶴
市
議
会
の
運

営
は
合
議
制
の
下

に
成
り
立
ち
、全

て
の
関
心
事
項
を
満
た
す

提
案
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
、
前
向
き
な
プ
ロ
セ

ス
で
、
関
心
事
項
を
丁
寧

に
整
理
分
析
し
て
柔
軟
に

考
え
、
誰
も
が
合
意
で
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
が
さ

れ
る
。
全
員
が
満
足
、
少

な
く
と
も
納
得
の
い
く
案

が
で
き
る
。
全
て
の
議
員

の
思
い
が
尊
重
さ
れ
る
議

会
を
求
め
て
い
る
。
日
本

共
産
党
議
員
団
に
も
、
是

非
と
も
こ
の
思
い
を
共
有

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
よ

う
に
考
え
る
。
改
め
て
、

全
議
員
の
理
解
を
得
る
意

味
で
、
問
責
決
議
に
対
す

る
対
応
、
議
会
運
営
に
対

す
る
思
い
を
表
明
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

合議し決定した
事項に従うべき

上 野 修 身
新政クラブ議員団

ルール否定は議会制
民主主義の背信行為

伊 藤 清 美
創政クラブ議員団

討論討論

決議第１号に賛成

田 村 優 樹
市民クラブ舞鶴議員団

討論討論

20令和3年7月31日

定した

20令和3年7月31日

討　論令和3年6月2日の本会議初日において、提案された決議に対して討論をしました。



決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

本
決
議
案
の
肝
は
「
自

分
た
ち
で
定
め
た
ル
ー
ル

を
自
分
た
ち
も
し
っ
か
り

と
守
る
」
と
い
う
点
で
あ

る
。
日
本
共
産
党
議
員
団

の
行
動
は
、
例
え
る
な

ら
、
小
学
校
で
ク
ラ
ス
の

演
目
を
皆
で
話
し
合
い
、

合
唱
に
決
ま
っ
た
。
皆
で

協
力
し
取
り
組
も

う
。
こ
の
よ
う
な

流
れ
の
中
で
「
私

は
合
唱
に
反
対
し

て
い
た
。
だ
か

ら
、
合
唱
に
は
参

加
し
な
い
。
練
習

協
力
も
し
な
い
。

私
の
自
由
で
す
」

と
言
っ
て
い
る
の

と
同
じ
で
は
な
い

か
。
こ
の
時
、先
生
、保
護

者
、ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、

「
そ
の
と
お
り
だ
」「
参
加

し
な
い
の
は
自
由
だ
」
と

反
対
す
る
子
供
た
ち
を
褒

め
た
た
え
る
だ
ろ
う
か
。

他
の
議
員
か
ら
の
、
再
三

再
四
の
協
力
要
請
に
全
く

耳
を
貸
さ
ず
、
弁
明
に
お

い
て
も
自
己
主
張
の
み
を

繰
り
返
す
日
本
共
産
党
議

員
団
の
姿
は
、
ま
さ
に
、

い
や
い
や
を
す
る
子
供
た

ち
の
姿
で
は
な
い
か
。
議

員
と
し
て
、
社
会
人
と
し

て
、
大
人
と
し
て
、
良
識

あ
る
行
動
を
再
考
さ
れ
、

今
後
の
議
会
で
の
取
り
組

み
で
、
同
様
な
事
案
を
生

起
さ
せ
な
い
こ
と
を
切
に

求
め
る
。

議員として良識ある
行動の再考を切望する

川 口 孝 文

討論討論

創政クラブ議員団

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

同
じ
舞
鶴
市
議
会
に
籍

を
置
く
議
員
と
し
て
情
け

な
い
。
今
回
、
議
員
全
員

で
決
め
た
こ
と
を
、
後
か

ら
自
己
の
解
釈
で
「
あ
の

時
、
自
分
は
納
得
し
て
な

か
っ
た
か
ら
し
な
い
」

「
賛
成
多
数
で
も
個
人
の

判
断
に
委
ね
る
べ
き
」
等

の
反
則
と
発
言
の

繰
り
返
し
で
あ
っ

た
。
私
が
、
問
責

決
議
案
に
「
賛

成
」
の
理
由
は
、

た
だ
一
つ
「
決
ま

っ
た
こ
と
を
守
ら

な
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
。
議
員
自

ら
が
決
定
し
た
事

項
を
議
員
自
ら

が
従
わ
な
い
行
為
は
、
市

民
の
負
託
を
受
け
た
議
員

の
な
す
べ
き
こ
と
で
は

い
。
市
民
の
議
員
た
る
姿

勢
へ
の
信
頼
を
大
き
く
損

な
う
も
の
で
あ
り
市
民
へ

の
裏
切
り
行
為
で
あ
る
。

議
員
と
し
て
の
姿
勢
を
問

い
た
い
。
十
分
な
審
議
時

間
を
か
け
た
合
議
制
の
協

議
事
項
で
あ
る
。
地
方
自

治
法
や
議
会
基
本
条
例
が

要
請
す
る
議
員
活
動
の
原

則
か
ら
も
大
き
く
逸
脱
し

議
会
の
品
位
も
大
き
く
損

な
っ
た
。
再
三
の
謝
罪
と

協
力
へ
の
機
会
を
与
え
ら

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
従

わ
な
い
、
日
本
共
産
党
議

員
団
に
対
す
る
問
責
決
議

案
に
賛
成
す
る
。

市民の負託を受けた
議員の規範を求む

田 畑 篤 子
新政クラブ議員団

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

日
本
国
は
民
主
主
義
に

よ
り
運
営
さ
れ
、
議
会
の

審
議
も
同
様
に
議
会
制
民

主
主
義
に
基
づ
き
運
営
さ

れ
て
い
る
。
議
決
さ
れ
た

案
件
に
対
し
対
象
者
は
議

決
内
容
を
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
議
会
の
み

な
ら
ず
社
会
の
ル
ー
ル
を

皆
さ
ん
が
守
る
至

極
当
然
の
行
動
に

反
し
、
日
本
共
産

党
議
員
団
の
４
人

は
、
議
決
後
に

な
っ
て
か
ら
議
決

内
容
に
反
し
て
参

加
し
な
い
と
表
明

し
、
現
実
に
議
員

活
動
報
告
書
の
提

出
が
な
さ
れ
て
い

な
い
。
新
聞
報
道
さ
れ
た

「
お
お
む
ね
合
意
」
は
議

会
内
の
合
意
と
認
め
な
い

と
の
発
言
を
繰
り
返
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期

に
も
関
わ
ら
ず
議
会
内
だ

け
の
無
益
な
審
議
に
多
く

の
時
間
を
費
や
し
た
事
実

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

当
委
員
会
に
参
加
の
委

員
・
傍
聴
議
員
全
て
が
反

対
は
な
い
と
理
解
し
、
会

議
録
の
判
断
も
採
決
さ
れ

て
い
る
事
実
が
あ
り
な
が

ら
「
私
た
ち
は
反
対
し
て

い
る
」
と
の
主
張
を
す
る

言
動
は
議
会
制
民
主
主
義

の
根
底
を
覆
す
行
為
で
あ

る
た
め
、
決
議
案
に
賛
成

す
る
。

議会制民主主義の
基本中の基本を問う

眞 下 隆 史

討論討論

新政クラブ議員団

21 まいづる市議会だよりNo.176

託を受けた

討　論令和3年6月2日の本会議初日において、提案された決議に対して討論をしました。



決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

議
決
に
従
わ
な
い
日
本

共
産
党
議
員
団
の
行
い

は
、
議
会
制
民
主
主
義
を

真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
言

動
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
地
域
社
会
に
お
い

て
、
自
己
主
張
と
利
益
ば

か
り
を
強
調
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
阻

害
し
て
い
る
自
分

勝
手
な
住
民
の
言

動
を
肯
定
す
る
こ

と
に
も
な
る
。
つ

ま
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
と
活
性
化
に
取

り
組
む
べ
き
議
員

が
、
そ
の
阻
害
要

因
と
同
じ
こ
と
を

し
て
い
る
と
い
う

こ
と
の
重
大
さ
を
強
く
認

識
す
べ
き
で
あ
る
。

議
長
は
厳
重
注
意
と
し
猛

省
を
求
め
た
が
、
全
く
反

省
の
意
を
示
さ
ず
勝
手
な

理
由
に
よ
り
問
責
決
議
の

不
当
性
を
述
べ
撤
回
を
要

求
し
た
。
議
場
に
お
け
る

質
疑
に
お
い
て
一
転
議
決

を
受
け
入
れ
る
旨
の
陳
述

が
あ
っ
た
が
そ
の
理
由
は

曖
昧
で
自
己
主
張
を
繰
り

返
し
、
突
然
の
方
針
転
換

は
、
問
責
決
議
逃
れ
の
対

策
と
も
思
え
る
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
問
責
決
議
が

提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
真

の
原
因
が
何
に
あ
る
の
か

を
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ

る
も
の
と
認
め
、
決
議
案

に
賛
成
す
る
。

決
議
第
１
号
に
賛
成
す

る
。

　

今
回
の
日
本
共
産
党
議

員
団
の
行
動
は
議
会
の
合

議
制
を
理
解
し
て
い
な

い
。
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
に
て
決
定
し
た
事
案

を
後
日
覆
し
た
行
為
は
議

会
制
民
主
主
義
の
根
底
を

覆
す
行
為
で
あ
る
。
舞
鶴

市
議
会
は
簡
単
に
多
数
決

で
決
定
す
る
の
で

は
な
く
、
最
後
ま

で
合
意
形
成
を
図

る
努
力
を
し
、
納

得
の
上
で
合
意
す

る
良
き
伝
統
が
あ

る
。
決
定
し
た
案

件
は
、
全
議
員
が

取
り
組
み
、
市
民

福
祉
の
向
上
の
た

め
に
頑
張
っ
て
き

た
舞
鶴
市
議
会
の
歴
史
を

完
全
に
崩
壊
さ
せ
た
。
ま

た
、
私
た
ち
舞
鶴
市
議
会

議
員
は
、
自
ら
の
手
で
舞

鶴
市
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
、
当
然
そ
の
制
定
時

に
は
日
本
共
産
党
議
員
団

も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
内

容
も
理
解
し
議
決
に
至
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い

た
。
制
定
後
は
、
基
本
条

例
を
順
守
し
、
議
員
規
範

に
従
っ
た
活
動
を
行
う
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
決

事
項
を
簡
単
に
翻
し
た
。

議
決
に
従
わ
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
前
例
は
当
然
許

さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
決
議
案
に
賛
成

す
る
。

　

今
定
例
会
初
日
に
、
党

議
員
団
に
対
す
る
問
責
決

議
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
点
で
、
我
が
党
議

員
団
の
「
お
お
む
ね
合

意
」
に
対
す
る
認
識
に
誤

り
が
あ
り
、
認
識
を
改

め
、
謝
罪
と
活
動
調
査
表

の
提
出
を
表
明
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
「
議
会

の
否
定
」「
品
位
を
汚
す
」

な
ど
の
文
言
が
入
っ
た
決

議
を
採
択
す
る
こ

と
は
、
意
見
が

違
っ
て
も
議
論
を

尽
く
す
議
会
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と

の
考
え
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
党
議

員
団
の
活
動
調
査

に
つ
い
て
は
６
月

４
日
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

決
議
で
は
、
今
定
例
会

中
に
反
省
の
意
を
表
明

し
、
今
後
の
議
会
運
営
に

関
わ
る
態
度
に
つ
い
て
表

明
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
発
言
い
た
し
ま

す
。

　

議
員
活
動
の
見
え
る
化

に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

は
、
会
派
と
し
て
真
剣
に

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
不
十
分
な
認
識
や
解

釈
に
よ
り
、
議
会
を
混
乱

さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
十
分
な
審
議
が

尽
く
さ
れ
議
決
さ
れ
た
案

件
に
つ
い
て
は
誠
実
に
決

定
に
従
い
、
議
会
の
活
性

化
に
向
け
不
断
の
努
力
を

し
て
い
く
決
意
で
す
。

問責決議に至った
原因をよく考えるべき

肝 付 隆 治
創政クラブ議員団

合議制を無視した
行動に対し猛省を促す

鯛 　 慶 一
新政クラブ議員団

討論討論

問責決議受け止め
調査表を提出

日本共産党議員団

発言発言

伊 田 悦 子日本共産党議員団 議員

22令和3年7月31日 22令和3年7月31日

討　論令和3年6月2日の本会議初日において、提案された決議に対して討論をしました。

に至った

22令和3年7月31日

討　論した。

発　言令和3年6月29日最終本会議において、決議に対して日本共産党議員団から発言がありました。



　

６
月
定
例
会
で
議
員
発

議
し
、
可
決
し
た
意
見
書

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
山
陰
新
幹
線
整
備
及
び

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
、Ｊ
Ｒ
舞
鶴

線
の
地
方
在
来
線
維
持
・

活
性
化
に
係
る
意
見
書

　

西
日
本
に
お
け
る
日
本

海
沿
岸
地
域
に
お
い
て
は
、

福
井
県
若
狭
地
域
、
京
都

府
北
部
、
山
陰
地
域
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
京

阪
神
地
域
、
岡
山
広
島
地

域
へ
と
南
北
ル
ー
ト
に
よ

る
人
流
物
流
を
軸
に
発
展

し
て
き
た
。
現
在
、
北
陸

新
幹
線
敦
賀
開
業
が
迫
る

中
、
福
井
県
若
狭
地
域
か

ら
京
都
府
北
部
、
山
陰
地

域
へ
の
日
本
海
側
を
東
西

に
縦
断
す
る
新
た
な
広
域

ル
ー
ト
は
産
業
、
観
光
、

文
化
な
ど
、
歴
史
に
も
裏

付
け
さ
れ
た
大
変
、
重
要

な
広
域
ル
ー
ト
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

特
に
将
来
的
に
予
想
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
の
太
平
洋
側
に
お
け

る
大
規
模
災
害
へ
の
対
応

に
お
い
て
も
、
日
本
海
国

土
軸
の
形
成
に
よ
る
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
対
岸
諸

国
を
見
据
え
た
国
土
全
体

の
健
全
な
発
展
に
も
寄
与

す
る
大
切
な
基
幹
ル
ー
ト

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
昨
今
の
中
国
、

北
朝
鮮
情
勢
を
踏
ま
え
、

海
上
自
衛
隊
や
海
上
保
安

庁
を
は
じ
め
と
す
る
「
国

防
・
海
の
安
全
の
拠
点
」

と
な
る
海
洋
域
に
お
い
て

も
、
本
エ
リ
ア
の
重
要
性

を
考
慮
し
た
広
域
ル
ー
ト

の
整
備
は
国
益
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

全
国
の
主
要
都
市
を
つ

な
ぐ
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
は
、
国
土
の

均
衡
な
発
展
と
都
市
部
か

ら
の
地
方
回
帰
を
促
進
す

る
地
方
発
展
の
起
爆
剤
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
に
つ
な
が
る
地
方

都
市
を
結
ぶ
地
方
在
来
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

も
、
圏
域
の
発
展
に
は
非

常
に
大
切
で
あ
る
。
地
方

に
お
い
て
は
学
校
や
病
院

を
は
じ
め
、
生
活
に
必
要

な
全
て
の
機
能
を
将
来
に

わ
た
っ
て
単
一
都
市
で
あ

わ
せ
持
つ
こ
と
が
今
や
困

難
で
あ
り
、
地
方
在
来
線

に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
・
活
性
化
は
生
活
圏

域
の
充
実
確
保
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

本
年
５
月
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
に
お
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
経
営
環
境
の
悪

化
を
理
由
に
、
利
用
状
況

に
応
じ
た
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
を
行
う
と
し
て
、Ｊ
Ｒ

小
浜
線
の
大
幅
な
減
便
を

前
提
と
す
る
ダ
イ
ヤ
改
正

を
10
月
に
行
う
と
発
表
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福

井
県
若
狭
地
域
及
び
舞
鶴

市
域
に
つ
い
て
は
、
高
浜

発
電
所
を
は
じ
め
と
す
る

原
子
力
発
電
や
舞
鶴
発
電

所
な
ど
全
国
有
数
の
電
力

供
給
地
域
で
あ
り
、
今
日
、

逼
迫
す
る
国
内
電
力
需
要

に
対
処
す
る
上
で
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
で
あ
る
。

こ
の
重
要
な
地
域
を
つ
な

ぐ
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
及
び
Ｊ
Ｒ

舞
鶴
線
は
、
国
立
舞
鶴
高

専
や
高
等
学
校
を
は
じ
め

多
数
の
教
育
機
関
が
所
在

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
鉄

道
交
通
は
住
民
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
鉄
道

路
線
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

山
陰
新
幹
線
の
整
備
計
画

の
格
上
げ
及
び
「
京
都
府

北
部
ル
ー
ト
」
の
早
期
実

現
と
と
も
に
、
地
方
在
来

線
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
、

Ｊ
Ｒ
舞
鶴
線
の
維
持
・
活

性
化
の
た
め
、
以
下
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

１　

日
本
海
国
土
軸
の
形

成
と
日
本
海
側
と
太
平
洋

側
地
域
の
連
携
強
化
を
図

る
山
陰
新
幹
線
の
整
備
計

画
格
上
げ
及
び
「
京
都
府

北
部
ル
ー
ト
」
を
早
期
に

実
現
す
る
こ
と
。

２　

国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
の
た
め
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
新
幹
線

整
備
に
必
要
な
財
源
を
十

分
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、

地
元
負
担
の
軽
減
や
積
極

的
な
支
援
を
行
う
新
た
な

整
備
ス
キ
ー
ム
を
検
討
す

る
こ
と
。

３　

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
及
び
Ｊ

Ｒ
舞
鶴
線
の
安
定
的
な
維

持
・
活
性
化
を
図
る
た
め
、

生
活
路
線
と
な
る
地
方
在

来
線
へ
の
減
収
補
填
を
含

め
た
路
線
維
持
確
保
策
を

国
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
。

４　

生
活
路
線
と
な
っ
て

い
る
地
方
在
来
線
に
お
い

て
は
減
便
や
駅
の
無
人
化

等
の
急
進
的
な
合
理
化
を

一
方
的
に
進
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
鉄
道
事
業
を

管
轄
す
る
国
と
し
て
監
視

す
る
こ
と
。

意
見
書

手話通訳者・要約筆記者を配置できます
聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、手話

通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに「手話通訳・要約筆記

申込書」に必要事項を記入の上、窓口へ持参、またはメール、FAX、郵送により
ご提出ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記者が配置

できない場合がありますのでご了承ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

23 まいづる市議会だよりNo.176

６
議
し

は
次

▽
山

Ｊ
Ｒ

線
の

活
性西

海
沿

福
井

府
北

そ
れ

阪
神

域
へ

る
人

し
て

新
幹

中
、

ら
京

域
へ

意見書、手話通訳・要約筆記者の配置



　

議
員
が
会
議
場
所
に
集
ま

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
や

緊
急
時
に
お
い
て
も
議
論
に

よ
っ
て
結
論
を
出
す
こ
と
、

ま
た
、
効
率
的
な
会
議
運
営

を
可
能
と
す
る
た
め
、
関
係

す
る
条
例
を
改
正
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
導
入
し
て
い
ま

す
。 ●

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

　

先
進
的
な
取
り
組
み
を
効

率
よ
く
調
査
す
る
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
視
察
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察

　

議
場
の
音
声
や
映
像
配
信

の
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
配
信
さ
れ

る
音
声
、映
像
が
向
上
し
ま
す
。

◆
機
器
の
更
新
に
よ
る「
聞

き
取
り
や
す
さ
」や
「
見
や

す
さ
」
の
向
上

◆
表
示
機
能
の
充
実
（
２
画

面
表
示
等
）
に
よ
る
「
分

か
り
や
す
さ
」
の
向
上

●
議
場
シ
ス
テ
ム
改
修

　

議
案
の
詳
細
な
審
査
を
行

う
常
任
委
員
会
等
の
映
像

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
配
信
し
ま
す
。

●
委
員
会
の
映
像
配
信

～議会運営の新たな形～

「新しい議会の姿」を目指した取り組み

取組内容：ＩＣＴを活用した議会の「見える化」と「機能の強化・効率化」取組内容：ＩＣＴを活用した議会の「見える化」と「機能の強化・効率化」

舞鶴市議会基本条例

第20期
舞鶴市議会基本条例

実行計画

新しい生活様式

外出控え 密集回避 密接回避 密閉回避 喚起 咳エチケット 手洗い

新しい議会の姿新しい議会の姿新しい議会の姿

　

舞
鶴
市
議
会
で
は
、議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
、「
新
し
い
生

活
様
式
」を
踏
ま
え
つ
つ
、議
会
の
役
割
や
機
能
を
さ
ら
に
充
実
・

強
化
し
て
い
く「
新
し
い
議
会
の
姿
」を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市民に開かれた議会

議会機能の充実

効率的・効果的な議会運営

【3つの基本目標】

▲オンラインで開催した
議会運営委員会

▲２画面表示のイメージ

▲ オンライン視察

▲ 映像配信のイメージ

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

24令和3年7月31日 24令和3年7月31日

議会運営の新たな形「新しい議会の姿」を目指した取り組み
オンライン会議に係る条例改正



っ
て
何
を
し
て
る
の
？

《
議
員
の
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に
関
す
る
調
査
結
果
》

１日当たりの平均活動時間［全議員（26人）の平均］

議員１人当たりの１カ月間の平均活動時間［令和3年2月から令和3年4月までの平均］

議会活動

議員活動

その他

合計

平日昼

1.6

2.3

0.6

4.5

平日夜

0.0

0.6

0.5

1.1

土日祝日

0.0

2.3

1.8

4.1

1日平均
（単位：時間）

活 動 区 分

本会議

委員会

委員派遣（市内・市外調査視察）

勉強会

議員協議会・広報活動（部会含む）

各派幹事長会・各派幹事会

委員長会議・正副委員長会議

作業部会

正副議長・委員長等公務

議員派遣

その他の議会関係活動

議会選出議員としての用務

議会活動に付随する用務

会派による活動

地域行事への出席

市民相談及び陳情・請願等

市政報告・活動報告

議員連盟等に係る活動

政治活動

その他の活動

本会議への出席

常任委員会・議会運営委員会・特別委員会・理事会・連合審査会への出席

委員会又は議会報編集部会の調査視察・現地視察への出席
議長の主催する勉強会、委員会所管に係る勉強会、
事務局からの事務的な説明会への出席

協議・調整する場として位置づけられた会議への出席

会派代表者の会議への出席

委員会委員長等の会議への出席

作業部会への出席

正副議長を充て職とする各種行事及び会議への出席、各種会議等の打ち合わせ

議員研修会や意見交換会への参加

議会として参加を決定した行事への参加（議員総会など）
監査委員、広域連合議会議員（後期高齢者医療・地方税機構）、
都市計画審議会委員
質疑、質問の準備（ヒアリング含む）、議案熟読、
報告書・議会報・ＦＭ放送原稿などの執筆

会派会議、政務活動費を活用した活動等
地域団体や学校等が主催する行事、
市等が開催する地元説明会への出席・参加（準備等を含む）

議員の立場で活動。行事等への出席・参加（準備等を含む）
市民・地域・団体等からの要望等の受領及び行政への陳情、
地域課題の把握や解決のための活動

市民・地域・団体等に対する市政や活動の報告

山陰新幹線京都府北部ルート誘致推進舞鶴市議員連盟等に係る活動

政党活動、後援会活動、選挙活動

上記以外の活動（議員としての立場でないボランティア活動など）
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そ
の
他
の
活
動

政
治
活
動

議
員
連
盟
等
に
係
る
活
動

市
政
報
告
・
活
動
報
告

市
民
相
談
及
び
陳
情
・
請
願
等

公
益
団
体
の
活
動
等

地
域
行
事
へ
の
出
席

会
派
に
よ
る
活
動

議
会
活
動
に
付
随
す
る
用
務

議
会
選
出
議
員
と
し
て
の
用
務

そ
の
他
の
議
会
関
係
活
動

議
員
派
遣

正
副
議
長
・
委
員
長
等
公
務

作
業
部
会

委
員
長
会
議
・
正
副
委
員
長
会
議

各
派
幹
事
長
会
・
各
派
幹
事
会

議
員
協
議
会
・
広
報
会
議

勉
強
会

委
員
派
遣

委
員
会

本
会
議

議
会
活
動

議
員
活
動

そ
の
他

活 動 内 容

ボランティア活動、文化・スポーツ団体、
公益団体の活動

1.2

2.7

1.3

5.2

議員
　

議
員
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
議
員
全
員
が
、
令
和
３
年
２
月
か
ら
４
月

ま
で
の
３
カ
月
間
の
活
動
時
間
を
活
動
内
容
別
に
記
録
し
、
そ
れ
を
集
計
し
て
、
議
員
が
ど
の
よ

う
な
活
動
を
ど
れ
く
ら
い
し
て
い
る
の
か
、
活
動
時
間
の
「
見
え
る
化
」
を
図
り
ま
し
た
。

土
日
祝
日
を
含
め
て

毎
日
５
・
２
時
間
の

活
動
が
あ
る
。

議員としての立場でない
ボランティア活動など

会派による調査研究や議論など

質疑・質問の準備や議案の調査など

多様な活動がある中で、会議への出席
などの「議会活動」よりも、そのための
準備などを会派や個人で行う「議員活
動」等の時間が圧倒的に多い
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） まう

議会活動の見える化調査議員活動の「見える化」に関する調査結果



9月定例会予定9月定例会予定9月定例会予定9月定例会予定

※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）
請願受理締切
本会議（代表質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会

本会議（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

9 月
2日（木）
9日（木）
14日（火）
15日（水）
16日（木）
21日（火）
22日（水）
24日（金）
27日（月）
30日（木）
10 月
6日（水）

　
　
　

舞
鶴
市
議
会
で
は
、
毎
月
１
回
、

Ｆ
Ｍ
ま
い
づ
る
の
「
な
な
こ
ち
ゃ
っ
た
ラ

ジ
オ
」（
午
後
３
時
か
ら
、
再
放
送
は
午
後

９
時
か
ら
）
に
議
員

が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
報
告
を

は
じ
め
、
議
会
の
仕

組
み
や
議
員
の
活
動

に
つ
い
て
も
話
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　市民参加の皆さんと議員がワークショップ形式で意見交換を行う
「市民と議会のわがまちトーク」は、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、昨年に引き続き、本年も中止させていただくことと
しました。
　何とぞ、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

「
定
例
会
の
案
内
、
議
案
紹
介
、
審
査
報
告
」

「
常
任
委
員
会
視
察
報
告
」

「
本
会
議
や
委
員
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
」

「
議
場
の
中
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
」

「
舞
鶴
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介
」

「
行
政
視
察
の
受
入
状
況
に
つ
い
て
」　  

な
ど

次回の放送予定や
これまでの放送内容について
詳しくは、ホームページから
ご覧いただけます。

「市民と議会の
わがまちトーク」
中止のお知らせ

令和3年

御参加いただいた皆さんの所属団体

舞鶴自治連・区長連協議会
特定非営利活動法人
まいづるネットワークの会
舞鶴商工会議所青年部
舞鶴商工会議所
舞鶴市老人クラブ連合会
中舞鶴婦人会
舞鶴工業高等専門学校
公益社団法人舞鶴青年会議所

「
削
減
」
と
「
現
状
維
持
」

　

令
和
３
年
６
月
25
日（
金
）と
26
日

（
土
）の
２
日
間
に
分
け
て
、
市
内
の
各

種
団
体
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
（
合
計
15
人
）
と
、
議
員
定
数
に
関

す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
は
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
、

「
削
減
」
と
「
現
状
維
持
」
が
、
お
お
む

ね
半
数
ず
つ
で
し
た
。

　
「
削
減
」
の
理
由
と
し
て
は
、
人
口

減
少
や
財
政
面
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

「
現
状
維
持
」
の
理
由
と
し
て
は
、
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
低
下
に
対
す
る

懸
念
や
、
現
在
の
議
員
の
人
数
で
人
口

が
減
ら
な
い
よ
う
に
努
力
す
べ
き
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
も

踏
ま
え
て
さ
ら
に
議
員
同
士
で
議
論
を

深
め
、
本
年
11
月
に
は
、
議
会
と
し
て

責
任
あ
る
結
論
を
導
き
出
し
ま
す
。

議員定数に関する
意見交換会を開催

6月25日金・26日土

26令和3年7月31日 26令和3年7月31日

定数に係る意見交換会  令和３年わがまちトーク中止のお知らせ
ＦＭまいづるに出演紹介  ９月定例会の予定

令和3年6月25日と26日に市内の各種団体の皆さんと、
議員定数に関する意見交換を行いました。
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舞鶴市議会広報に関するアンケート

年齢を教えてください。

まいづる市議会だより
FMまいづるの番組「ななこちゃったラジオ」
議員出演
舞鶴市議会のホームページ
本会議の中継(録画)映像
舞鶴市議会公式フェイスブック
議員

その他 

議会情報の取得方法を知らない→問5へ

適切　　　     適切でない

議会のあらまし
討論の内容
代表・一般質問
視察報告
議会の取組記事
その他

常任委員会の審査報告
議案の採決結果
決議・討論
意見書

歳1

「まいづる市議会だより」についてお尋ねします。

（1）興味のある記事は何ですか。（複数回答可）

（3）紙面レイアウト（字の大きさ、余白、文字数、
      ページ数等）は適切ですか。

（5）今後新たに掲載したらよいと思う記事は
      ありますか。（例）議員投稿欄など

（4） （3）で適切でない理由は何ですか。

（2）改善が必要だと思われる記事とその理由は
      何ですか。(複数回答可)

3

議会のあらまし
討論の内容
代表・一般質問
視察報告
議会の取組記事
その他

※ 理由

ご協力ありがとうございました。

常任委員会の審査報告
議案の採決結果
決議・討論
意見書

2 舞鶴市議会は「市民に開かれた議会」を目指
し、様々な手法で情報を発信しています。
舞鶴市議会の情報をどのような方法で得て
おられますか。お尋ねします。（複数回答可）

4 ＦＭまいづる「ななこちゃったラジオ」への
議員の出演についてお尋ねします。

5 舞鶴市議会の広報活動についてのご意見、
ご感想などご自由にご記入ください。

毎月1回程度（金曜日の15時から、同日21時
から再放送）議員が出演し、市議会の情報を
発信しています。この放送で、聴いてみたい
テーマを教えてください。

（ ）

）

）

（

（

（ ）
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広
報
会
議
行

差出有効期限
令 和 3 年 9 月
30日まで
〈切手不要〉

舞鶴市議会広報に関する
アンケートにご協力ください

　舞鶴市議会では、「市民に開かれた議
会」の実現を目指し、議員および議会
の役割や活動について、市民の皆さん
により広く知っていただくための効果
的な広報活動について、検討しており
ます。さらなる広報の充実に向け、読
者の皆さんにアンケートを実施するこ
とにいたしました。無記名により設問
にお答えいただき、ご協力をお願いい
たします。
　アンケートの結果は、市議会だより
9月定例会号（11月中旬発行予定）で
報告いたします。その結果につきまし
ては、今後も市民の皆さんに舞鶴市議
会の活動がご理解いただけますよう努
めていくため、活用してまいります。

アンケートの回答方法アンケートの回答方法

アンケート締切日

１ 郵送
この市議会だよりを切り取っていただき、
お送りください。（切手不要）

２ ＦＡＸ 0773（62）7666
27ページ（アンケートのページ）を切り
取ってファクスしてください。

令和３年9月16日（木）（消印有効）で
締切りとさせていただきます。

３ 舞鶴市議会ホームページ

https://logoform.jp/form/VThm/25947

舞鶴市議会 検索
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